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夕張にエール
北海道の誇るロックバンドGLAYのTAKUROさんとTERUさんが、ツアーの合間を縫って今年も夕

張市を訪れ、ふるさと納税でご支援をいただきました。
GLAYの皆様には、夕張市が財政再建団体に指定された2007年以降、ほぼ毎年、夕張を訪れてい

ただき、これまでにも、ライブの開催や市の公式動画への楽曲使用許諾、コロナ禍で往来が難しい時期
には夕張高校卒業式へメッセージ動画を配信するなど様々な形で夕張を応援いただいています。
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※「令和５年度計画」額とは、令和４年度12月計画変更後のもの

区　　分
 1 地 方 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地 方 交 付 税
  普 通 交 付 税
  特 別 交 付 税
 4 国 道 支 出 金
  国 庫 支 出 金
  道 支 出 金
 5 繰 入 金
 6 地 方 債
 7 そ の 他
  地方消費税交付金
  分 担 金 負 担 金
  使 用 料 手 数 料
  財 産 収 入
  諸 収 入 ほ か

合　　計

令和５年度
912,631
42,678

4,966,792
3,543,634
1,423,158
1,867,519
1,402,991

464,528
1,274,101
1,086,100

858,336
195,996
32,035

411,517
37,326

181,462
11,008,157

令和５年度計画
755,182
57,416

4,985,925
3,562,767
1,423,158
1,644,589
1,108,863

535,726
659,157
297,000
905,761
182,213
33,807

452,195
66,078

171,468
9,305,030

増減額
157,449

△ 14,738
△ 19,133
△ 19,133

0
222,930
294,128

△ 71,198
614,944
789,100

△ 47,425
13,783

△ 1,772
△ 40,678
△ 28,752

9,994
1,703,127

【歳入】 （単位：千円）
区　　分

 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
  普 通 建 設 補 助
  普 通 建 設 単 独
  災 害 復 旧 補 助
  災 害 復 旧 単 独
 6 公 債 費
  起債元利償還金
  再生振替特例債
 7 繰 出 金
 8 そ の 他
  補 助 費 等
  積 立 金
  出資金・貸付金
  予 備 費

合　　計

令和５年度
1,272,866
1,574,814

306,688
1,437,610
1,549,750
1,171,930

377,820
0
0

3,470,369
911,919

2,558,450
819,403
576,657
450,676
104,901

1,080
20,000

11,008,157

令和５年度計画
1,211,603

799,883
401,706

1,581,734
501,846
489,000
12,846

0
0

3,580,586
1,022,136
2,558,450

854,986
372,686
260,479
99,327
2,880

10,000
9,305,030

増減額
61,263

774,931
△ 95,018

△ 144,124
1,047,904

682,930
364,974

0
0

△ 110,217
△ 110,217

0
△ 35,583

203,971
190,197

5,574
△ 1,800

10,000
1,703,127

【歳出】 （単位：千円）

〈令和５年度構成比率〉

<令和５年度予算を家計に例えて見ると…>

■財政再生計画との比較

＜参考＞扶助費予算の推移

区　　分
 1 人 件 費
 2 物 件 費
 3 維 持 補 修 費
 4 扶 助 費
 5 建 設 事 業 費
 6 公 債 費
 7 繰 出 金
 8 補 助 費 等
 9 積 立 金
10 出資金・貸付金
11 予 備 費

合　　計

令和５年度
1,272,866
1,574,814

306,688
1,437,610
1,549,750
3,470,369

819,403
450,676
104,901

1,080
20,000

11,008,157

令和４年度
1,269,857
1,367,052

318,135
1,540,058
2,568,454
3,513,106

818,128
432,888
105,948

1,080
20,000

11,954,706

増減額
3,009

207,762
△ 11,447

△ 102,448
△ 1,018,704

△ 42,737
1,275

17,788
△ 1,047

0
0

△ 946,549

（単位：千円）

区　　分
 1 経 常 事 業
 2 臨 時 事 業
 3 特別会計繰出金
 4 人 件 費
 5 債 務 負 担 行 為
 6 公 債 費
 7 財調・減債基金積立金    
 8 予 備 費

合　　計

令和５年度
3,231,080
1,012,863

742,549
1,272,866
1,258,430
3,470,369

0
20,000

11,008,157

令和４年度
3,200,572
1,098,369

738,314
1,269,857
2,114,488
3,513,106

0
20,000

11,954,706

増減額
30,508

△ 85,506
4,235
3,009

△ 856,058
△ 42,737

0
0

△ 946,549

（単位：千円）

※上の表の人件費の一部は、臨時事業に含まれます。

■歳出性質別予算

■歳出所要経費別予算

・「経常事業」「人件費」 →食費・家賃・光熱水費などの生活費
・「臨時事業」 →住宅修繕・冠婚葬祭などの臨時費
・「特別会計繰出金」 →子どもへの仕送り
・「債務負担行為」「公債費」 →住宅・車などのローン返済
・「基金積立金」「予備費」 →貯金

　として単純に置き換えて表したのが右の円グラフです

＜17億312万7千円増額の計画変更について、3月1日の議決を経て3月7日に総務大臣の同意を得ました＞

上記の区分を

人件費
11.6%

物件費
14.3%

維持補修費
2.8%

扶助費
13.1%

建設事業費
14.1%

公債費
31.5%

繰出金
7.4%

補助費等　4.1%
積立金　0.9%

出資金・貸付金
0.0%

予備費　0.2%

生活費
81,800円

臨時費
17,600円

仕送り　13,600円

ローン返済
86,600円

貯金　400円

国・地方とも社会保障費の伸びが財政を圧迫しているといわれています。社会保障は、
年金・医療・介護・生活保護など多岐にわたる分野で私たちの生活を支えています。そのよ
うななか、一般会計に占める扶助費予算（生活保護・障害者福祉・児童福祉など）について
表したのが左図です。人口減少と少子高齢化が進むなか、市民1人あたりの扶助費予算額
は増加傾向にあります。

再生振替特例債
の元利償還金の
影響により公債
費の割合が高く
なっています

公債費の約74％が再生振替
特例債の元利償還金です

建設事業費の約54％
が市立診療所改築に
よるものです

月　収
20万円

扶助費予算額

市民1人あたり（各年2月末人口で除した額）

百万円 千円
1,350

1,400

1,450

1,500

1,550

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
50

100

150

200

250

1,435 1,421
1,458

1,540

1,438

177 183
197

219 214
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令和５年度夕張市当初予算
■一般会計予算 110億815万7千円

※市民1人あたりの予算額は、各年2月末住民基本台帳人口で割ったもの(住民基本台帳法の改正により外国人住民を含む）

■歳入歳出款別予算

区　　分
 1 市 税
 2 地 方 譲 与 税
 3 地方消費税交付金
 4 地 方 交 付 税
 5 分 担 金 負 担 金
 6 使 用 料 手 数 料
 7 国 庫 支 出 金
 8 道 支 出 金
 9 財 産 収 入
10 繰 入 金
11 諸 収 入
12 市 債
13 そ の 他

 1 議 会 費
 2 総 務 費
 3 民 生 費
 4 衛 生 費
 5 農 林 業 費
 6 商 工 費
 7 土 木 費
 8 消 防 費
 9 教 育 費
10 公 債 費
11 諸 支 出 金
12 予 備 費

合　　計
自 主 財 源
依 存 財 源

令和５年度
912,631
42,678

195,996
4,966,792

32,035
411,517

1,402,991
464,528
37,326

1,274,101
48,146

1,086,100
133,316

11,008,157
2,829,776
8,178,381

令和４年度
809,580
46,644

177,865
4,966,284

31,358
452,652

2,301,694
542,767
53,095

1,192,401
48,433

1,204,800
127,133

11,954,706
2,701,324
9,253,382

増減額
103,051
△ 3,966

18,131
508
677

△ 41,135
△ 898,703
△ 78,239
△ 15,769

81,700
△ 287

△ 118,700
6,183

△ 946,549
128,452

△ 1,075,001

【歳入】 （単位：千円）
区　　分

合　　計

令和５年度
50,655

1,065,004
2,422,359
1,741,686

69,139
26,743

974,820
370,593
791,718

3,470,369
5,071

20,000

11,008,157
7,020,399
3,987,758

令和４年度
50,805

1,015,298
2,521,616
2,730,369

86,077
27,758

884,759
370,585
730,074

3,513,106
4,259

20,000

11,954,706
6,750,337
5,204,369

増減額
△ 150
49,706

△ 99,257
△ 988,683
△ 16,938
△ 1,015

90,061
8

61,644
△ 42,737

812
0

△ 946,549
270,062

△ 1,216,611

【歳出】 （単位：千円）

令和５年度歳入構成比率

令和5年度当初予算が、3月22日定例市議会で議決されました。本予算は、3月7日に総務大臣の同意を得た財政再生計画に基
づき編成しました。その概要についてお知らせします。
○令和5年度予算は、財政再生計画の実質14年目であり、財政再建計画からは通算実質17年目となります。
○一般会計当初予算規模は、110億815万7千円で、前年度比9億4,654万9千円、7.9％の減となりました。
○新規事業の追加については、住民生活の安全安心のため、必要性・緊急性の高い事業を計上しました。

財
源

一 般 財 源
特 定 財 源

財
源

令和５年度歳出構成比率

市税
8.3%

地方譲与税
0.4%

地方消費税交付金
1.8%

地方交付税
45.1%

分担金
負担金 0.3%

使用料
手数料 3.7%

国庫支出金
12.8%

道支出金
4.2%

財産収入
0.3%

繰入金
11.6%

諸収入
0.5%

市債
9.9%

その他
1.1%

地方交付税への依存が高く、市税な
どの自主財源比率は25.7％と他都
市に比べ非常に低くなっています

再生振替特例債の元利償還金の影響により公債費
の割合が高くなっています

議会費
0.5%

総務費
9.7%

衛生費
15.8%

民生費
22.0%

農林業費　0.6%商工費 0.2%

土木費
8.9%

消防費　3.4%

教育費
7.2%

公債費
31.5%

諸支出金
0.0%

予備費
0.2%

年度別当初予算

予算規模 市民１人あたり

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

百万円 千円平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
1,100

1,200

1,300

1,400

1,500

1,600

1,700

1,800

10,253 10,896
10,143 9,970

11,955
11,008

1,233

1,343
1,302

1,350

1,703
1,635
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区分・事業名 事業概要 事業費 科目名

 ③ 新たに実施する事業

出産・子育て応援事業 安心して出産・子育てができるよう伴走型相談支援と経済
的支援を行うもの

放課後オンライン学習事業 タブレットを活用した児童・生徒のオンライン学習を行う
もの

220万1千円 衛生費

45万5千円 教育費

消防団一般業務 消防団員の防火衣下衣を購入するもの 614万5千円 消防費

ズリ山管理 小砂金の沢ズリ山の暗きょ排水の状況と地形調査などを
実施するもの

1,490万5千円 総務費

＜参考＞将来負担等の状況
○人口データ

～水道事業会計を除く全会計ベース

問合せ先　市財政係
☎５２－３１２２

ybrzai@city.yubari.lg.jp

235,481

662,756

246,392

695,060

0

0

△ 25,691,949

△ 23,338,811

△ 23,051,857

△ 20,508,660

△ 17,597,689

△ 15,326,809

7,201,514

7,172,095

7,499,792

7,383,907

7,155,712

5,943,371

△ 1,045,833

△ 1,141,765

△ 2,957,755

△ 3,416,677

△ 1,424,004

△ 149,083

△ 32,083,111

△ 30,031,897

△ 27,840,286

△ 25,170,950

△ 23,329,397

△ 21,121,097

区分 実質収支
（会計の赤字黒字）

市債元金残高
（長期借入金）

債務負担残高
（物品等のローン）

基金残高
（貯金）

合計残高

（単位：千円） （単位：人）

8,316

8,111

7,788

7,386

7,021

6,733

4,206

4,119

3,983

3,889

3,751

3,610

50.6%

50.8%

51.1%

52.6%

53.4%

53.6%

▲ 325

▲ 205

▲ 323

▲ 402

▲ 365

▲ 288

3,656

3,536

3,369

3,084

2,878

2,766

44.0%

43.6%

43.3%

41.8%

41.0%

41.1%

454

456

436

413

392

357

5.4%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

5.3%

計合分区 14 歳以下 65 歳以上15～64 歳

人口減少が続く中でも、1人あたりの負担は着実に
減りつつあります。（各年2月末人口で除した額）

平成30年度決算

令和元年度決算

令和２年度決算

令和３年度決算

令和４年度見込

令和５年度見込

平成30年2月末

平成31年2月末

令 和 2 年 2 月末

令 和 3 年 2 月末

令 和 4 年 2 月末

令 和５年 2月末

0

100

億円

200

300

400

200

225

250

275

300

325

万円

合計残高 市民1人あたり

平成30年度
決算

令和元年度
決算

令和２年度
決算

令和３年度
決算

令和４年度
見込

令和５年度
見込

257
233 231

205
176

153

309

288
296

278

251

228
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令和５年度に実施する主な事業
　平成28年度に抜本的に見直した財政再生計画に基づき、市民生活や財政再生計画終了後を見据えた地域の再
生の取り組みのために真に必要な事業を計上しました。

区分・事業名 事業概要 事業費 科目名

 ① 財政再生計画登載または前年度からの継続事業（ハード事業）

2億3,276万5千円 土木費橋梁長寿命化計画事業
（橋梁点検・補修）

市営住宅再編事業

市の長寿命化計画に基づき、清水沢橋の架替などを行う
もの

老朽化した市営住宅の整備と将来に向けたコンパクトな
まちづくりを推進するための住環境整備を行うもの

2億5,508万3千円 土木費

市立診療所改築事業 老朽化した市立診療所の改築を行うもの 9億7,129万8千円 衛生費

模擬坑道復旧 火災により損傷した模擬坑道の復旧を行うもの 3億9,662万2千円 教育費

 ② 財政再生計画登載または前年度からの継続事業（ソフト事業）

150万円 総務費ふるさと納税返礼品開発
促進事業

小中高連携事業

ふるさと納税返礼品開発に係る補助を行うもの

小中高で一貫した英語教育を推進するためのオンライン
英会話教育を行うもの

724万4千円 教育費

夕張高校魅力化事業 公設塾の運営や高校及び生徒に対する補助を行うもの 2,821万6千円 総務費

スクールバス運営事業 児童・生徒の安心・安全な通学手段の確保のため、スクー
ルバスの運行の委託を行うもの

4,037万6千円 教育費

 ③ 新たに実施する事業

332万5千円 総務費夕張高校魅力化事業

地域プロジェクトマネージ
ャー派遣事業

地域プロジェクトマネージャー採用支援委託、高校職員室
への無線LAN機器設置、市外からの生徒募集のため地域
留学に関するサポートを受けるもの

夕張高校魅力化事業の推進などのため関係者間の橋渡し
役であるコーディネーターを採用するもの

769万9千円 総務費

奨学金返還支援事業 若者の定着を図る施策として、市内に定住し、就労する若
者に対し、奨学金の返還を支援するもの

120万円 総務費

市庁舎整備事業 市庁舎整備に係る基本構想・基本計画策定と用地関連調
査などを行うもの

3,354万円 総務費
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○令和4年度3月補正予算の内容
《令和4年度予算の補正を行った会計と補正予算額》
　令和5年3月に総務大臣の同意が得られた「夕張市財政再生計画の変更（令和4年度第６次）」に
基づき、一般会計および特別会計について予算の補正を行いました。

＜問合せ先＞
　市財政係　☎52－3122

（単位：千円）

会計名

一般会計

国民健康保険事業会計

補正の内容
計画変更で計上した各事業
経費
システム整備に係る関連経
費の減額など

補正額

561,752

△769

補正後予算額

13,672,417

1,303,097

水道事業会計 水道事業費の増による補正 1,935 501,329

行 政 相 談 の お 知らせ

定例行政相談　上半期日程

相談・問合せ先
行政相談委員　石井誉　☎52－1754（末広１丁目49番地）

　偶数月の第４金曜日に、暮らしの中のいろいろなお困りごとについて、行政相談委員が
無料・予約不要・秘密厳守で相談を受けます。
　定例の行政相談以外にも、電話や手紙による相談を随時受け付けていますので、ご相談
ください。

相談時間　午前10時～正午

と　こ　ろと　　き

老人福祉会館4月28日（金）

拠点複合施設りすた6月23日（金）

老人福祉会館8月25日（金）
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○夕張市財政再生計画の変更
　　　　　　　　　（令和４年度第６次および令和５年度第１次（３月））の内容

総務大臣あてに協議を行った「夕張市財政再生計画の変更＜令和４年度第６次および令和５
年度第１次＞」について、総務大臣から同意が得られました。今回の計画変更による財政再生
計画期間の変更はありません。同意が得られた変更の主な内容は以下のとおりです。

なお、上記歳出の財源として、国・道からの交付金、地方債、寄附金などを充当しています。

《財政再生計画の変更内容》
（１）令和４年度第６次
　＜一般会計＞　変更総額　561,752千円

変更する内容 増減額（単位：千円）
325,140幸福の黄色いハンカチ基金へ寄附金を積み立てる経費

4,177ふるさと納税サイトの利用に係る経費
935老人福祉会館の修繕に係る経費

4,700妊産婦などを対象とした子育て支援に係る経費
186,200市立診療所の移転改築に係る経費
29,328市道の除雪に要する経費

4,424りすた、中学校など電気料金高騰に対応するための経費
ほか　6,848千円　計

なお、上記歳出の財源として、国・道からの交付金、幸福の黄色いハンカチ基金などからの
繰入金、地方債などを充当しています。

（２）令和５年度第１次
　＜一般会計＞　変更総額　1,703,127千円

変更する内容 増減額（単位：千円）
178,011会計年度任用職員に係る人件費
33,540市役所本庁舎の整備に係る経費

118,542ふるさと納税を通じて寄附をいただいた方への特産品送付経費
11,146高校魅力化事業に係る公設塾の運営に関する経費

68,098認定こども園などに対する施設型給付に要する経費
971,298市立診療所・介護医療院の移転改築に要する経費
160,179橋梁長寿命化修繕計画に基づく橋梁架替工事などの経費

△211,415市営住宅長寿命化計画に基づく住宅改善工事などの経費
24,183学校給食調理業務を委託するための経費

396,622石炭博物館模擬坑道の復旧のための経費
△110,217地方債の償還に係る経費

ほか　63,140千円　計 1,703,127

561,752
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新年度を迎え、新入生や新社会人となられた方、新たなステージに立たれた方も多
くいらっしゃるでしょう。雪も解け緑も芽吹き出す4月は、爽やかで新しい気持ちにさ
せてくれます。

新診療所は外観はほぼ完成しており、５月末の完成に向けて着々と作業が進んでい
ます。診療所の周りも整備され、若菜地区に正に若菜が芽吹いています。

移転後は、診療所の病床は19床で維持されますが、現在の介護老人保健施設（40床）は、新し
く19床の介護医療院となります。介護医療院は夕張市に唯一の施設となりますので、地域の医
療・介護機関にもご協力をいただき、連携を図ってまいります。

また、通所リハビリテーションは廃止となり、全体としてはコンパクト化されます。しかし、施
設設備は一新され充実した環境となりますので、様々な形でみなさまの健康に寄
与していきたいと考えています。

市民のみなさまにとって、市立診療所が生活の安心の一助となり、また憩いの場
となれるよう、移転に向けて気を引き締めて取り組みたいと思います。

夕張市立診療所ニュース
2023年

vol.154
4月

４月外来診療体制

☎（0123）52－4339　FAX（0123）52－2617
〒068-0402　夕張市社光20番地／https://www.houseikai.or.jp/yubari夕張市立診療所お問い合わせ

月 火 水 木 金
総合診療科

歯　　　科午 前

松島・出張医

八　田

諌山・中岡

－－

－

－

八　田

八　田

中岡・出張医

出張医

八　田

八　田

諌山・髙野

－

諌山・中岡

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（７・14・21・28日）

循環器内科
（５・26日）

泌尿器科
（４・11・18・25日）

八　田

総合診療科

歯　　　科午 後

出張医

八　田

諌山 または 松島

－

中　岡

専 門 外 来 耳鼻咽喉科
（７・14・21・28日）

整形外科
（４・11・18・25日）

整形外科
（19日）

整形外科・婦人科
（６・13・20・27日）

八　田

※医師は変更となる場合もございます。　※土・日・祝は休診です。　※火曜の歯科は休診です。　※(泌)(整)以外は予約制です。
※受付時間…８：15～11：00／13：15～16：00（耳鼻咽喉科…９：30～11：30／12：30～15：00）

くく
せせ

諌山治彦所長

〇発熱・咳・その他のかぜ症状で受診する方は、事前に診療所へお電話でご連絡ください。　
〇受診や面会など、その目的に関わらず、マスクの着用をお願いいたします。

来院される
みなさまへ

ゆうゆう寄り添い倶楽部老健夕張　ひなまつり

日　時 ４月10日（月） 午後３時～

ボランティア活動について考える②
　　　　　　　　　　　～欲求と必要性の違いは？

場　所 拠点複合施設 りすた 多目的ホール
（夕張市南清水沢4丁目48番地12）

講　師 前沢 政次 医師

　3月3日のひなまつりの日、老健夕張では季節
の行事を楽しみました。
　お昼には、桜ちらしとひし餅をかたどったカニ
の重ね蒸し、おやつの時間は雛人形を飾ったホー
ルに集まり、ひなまつりの歌と共に、雛あられや

桜もちをいただきました。
　最近は、日中も温かい日
が多く雪解けも進んでい
ます。夕張の春ももうすぐ
ですね。

　3月のゆうゆう寄り添い倶楽部にご参加いた
だいたみなさん、ありがとうございました。今回
は「ボランティア活動について考える」をテーマ
に開催しています。初めての方も、みなさんのご
参加をお待ちしています！
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今後の新型コロナワクチン接種の考え方が国から示されました。市では下記の国の考え方を踏
まえ、具体的な接種時期・予約方法などを決定し、広報ゆうばり５月号でお知らせします。

乳幼児・小児の初回接種が未接種の方、小児追加接種（オミクロン2価ワクチン）対象の方は、
4月の接種を予定しています。個別通知により案内します。

新型コロナワクチン接種情報≪28≫
令和5年4月以降の新型コロナワクチン接種について

使用するワクチン　オミクロン 2 価ワクチン
重症化リスクの高い方とは

①65 歳以上の高齢者
②基礎疾患を有する方、その他重症化リスクが高いと医師が認める方
③医療機関、高齢者・障がい者施設などの従事者

★費　　用　無料
★対 象 者　２回目まで接種済みの 5 歳以上の方
★接種間隔　最終接種から３カ月以上経過
★接種スケジュールと対象者

春開始接種（５～８月）…重症化リスクの高い方が対象

使用するワクチン　　未定　（今後検討）
上記①②③に加え、上記以外の 2 回目まで接種済みの 5 歳以上の方

秋開始接種（９～12月）…2回目まで接種済みの5歳以上の方すべて

使用するワクチン　　小児用オミクロン 2 価ワクチン　
　①秋開始接種までに 1 回の接種が可能
　②秋開始接種は、2 回完了済みすべてのお子様に１回の接種が可能
　このうちリスクが高い基礎疾患があるお子様はさらに春開始接種にも 1 回接種が可能（合
計 3 回接種が可能）

５～11歳小児のオミクロン２価ワクチン接種を開始（合計2回接種が可能）

使用するワクチン　　従来株ワクチン　
・オミクロン 2 価ワクチンは現時点では初回接種には使用できませんのでご留意ください。
・乳児のオミクロン 2 価ワクチンは現時点ではありません。従来株ワクチンでの初回接種

3 回が完了後は 5 歳になるまで接種の機会はありません。

新型コロナウイルス感染症は、５月８日より法的位置づけが、２類感染症から５類感染症となり、陽性者
や濃厚接触者の外出自粛、医療費負担などの扱いが季節性インフルエンザ並みに変わります。

これに先立ち、国より３月13日からマスク着用は個人の判断が基本となる方針が示されましたが、市職員
については、庁舎内での来客対応、会議、打ち合わせ、外勤・出張時はマスク着用を当面の間継続することと
しましたのでお知らせします。

（事業者の判断で、従事者に感染対策上、事業上の理由によりマスク着用を求めることは認められています）

初回接種（１回目・２回目）は生後6カ月以上の未接種者に継続して実施

国の考え方

問合せ先　市保健係　☎52－3106
お知らせ！！　市職員のマスク着用について

重症化リスクの
高い対象者は、
春開始接種と秋
開始接種の合計
2回接種が可能
となります。

広報ゆうばり　2023年4月号９



ゆうばり健康ポイントカード特典申請のお知らせ

新しい『ゆうばり健康ポイントカード』を発行します

★ポイントカードの取得方法★

　令和４年４月1日から実施の「ゆうばり健康ポイントカード」の有効期限が、令和５年3月31日
までとなっています。スタンプが30ポイント以上貯まりますと、特典が受けられます。

【提出期限】 令和５年4月24日（月）まで 【特　　典】 表彰状・副賞

対 象 者
有効期限

夕張市民
1年間（令和５年4月1日～令和６年3月31日）

①令和５年4月1日より、市健康保険係、南支所、文化スポーツセンターの各
窓口で配布します。
夕張市民であれば、子どもから大人までどなたでも取得できます。
※発行の際、住所・氏名・生年月日・連絡先の確認をします。

②健診受診者（集団健診）には、問診票を送る際に同封します。

市が実施する健診の受診、運動・健康に関する事業参加、施設利用（文化スポーツセンター・り
すた）、活動（サークルなど）ごとにポイントを取得できます。
※参加・利用時にカードを持参してください。
　詳しいポイント内容は、ポイントカードを取得した際にお渡しします。

★ポイントの取得★ ※獲得したポイントに応じて、副賞が変わります（下記は令和4年度の例）。

問合せ先　（ポイントカードについて）市健康保険係　☎52－3105

30ポイント以上貯まりましたら、ポイントカードに「氏名・生年月
日・住所・電話番号・特典引換場所」を必ず記入して、市健康保
険係、南支所または各ふれあいサロンに提出してください。
（各ふれあいサロンで特典を引き換えたい方は、ポイントカード
にその旨をご記入ください）

30ポイント～59ポイント
電子体温計

マスク　歩数計

60ポイント～89ポイント
オートソープディスペンサー

非接触温度計

90ポイント以上
オートソープディスペンサー

手首式血圧計
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■国保のお話 vol.46
国民健康保険料率の改定について

令和５年度は、下記のとおり保険料率を改正しました。保険料額については、７月中旬に個別に
お知らせします。

平成30年４月から国民健康保険は広域化され、市町村と都道府県が一体となって国民健康保
険事業の運営にあたっています。道内においては、道が策定した「国民健康保険運営方針」に基づ
き、北海道全体で国保運営を支えていく取り組みが進められています。そうした中で、夕張市にお
いても道が示す保険料水準へ合わせるため、段階的に保険料率の改定を行います。

国民健康保険に加入している皆さんには負担増をお願いすることとなりますが、市としてもジェネ
リック医薬品の利用促進や保健事業の推進など医療費の削減に努めてまいりますので、ご理解ご
協力のほどよろしくお願いします。

★低所得の方には、保険料の軽減があります。７月中旬にお知らせする保険料額は、あらかじめ所
得や加入者数に応じて軽減し、保険料を計算しています。

支援金（後期）分保険料の最高限度額（賦課限度額）を、法律の改正に伴い変更します。医療分
と介護分に変更はありません。

■保険料の上限額

保険料のお支払いが困難な場合は、市健康保険係へご相談ください。災害、失業などによる所
得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料の支払いが困難な方は、保険
料の減免が受けられる場合があります。

■保険料の減免

医療分
支援金（後期）分

介護分（40～64歳の方のみ）

5.90％ 6.40％ 0.50％　増↑
令和４年度所得割（所得×保険料率） 令和５年度 前年比

2.23％ 2.26％ 0.03％　増↑
1.62％ 1.74％ 0.12％　増↑

医療分
支援金（後期）分

介護分（40～64歳の方のみ）

18,400円 22,200円 3,800円　増↑
令和４年度均等割（加入者数×保険料） 令和５年度 前年比

 6,300円   7,300円 1,000円　増↑
 6,300円   7,500円 1,200円　増↑

医療分
支援金（後期）分

介護分（40～64歳の方のみ）

16,100円 21,600円 5,500円　増↑
令和４年度平等割（１世帯×保険料） 令和５年度 前年比

 5,500円   7,000円 1,500円　増↑
 4,200円   5,500円 1,300円　増↑

所得割
（所得に応じてかかる保険料）

均等割
（人数に応じてかかる保険料）

平等割
（１世帯あたりにかかる保険料）

医療分
支援金（後期）分

介護分（40～64歳の方のみ）

令和４年度 令和５年度 前年比

合　　　計

65万円
20万円
17万円
102万円

同　額
２万円　増↑

同　額
２万円　増↑

65万円
22万円
17万円
104万円

問合せ先　市健康保険係　☎52－3105
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「
朝
活
キ
ッ
ズ
！
」は
、平
成
26
年
７
月
の
夏
休

み
に
、基
本
的
な
生
活
習
慣
の
定
着
を
目
的
に
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
、令
和
４
年
度
で
９
年
目
と
な

り
ま
し
た
。

　

長
期
休
み
の
前
半
の
４
日
間
ほ
ど
、午
前
の
時

間
帯
に
学
習
や
体
操
、読
書
な
ど
の
ほ
か
、料
理

や
物
づ
く
り
体
験
、市
内
の
工
場
見
学
な
ど
地
元

企
業
、団
体
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
多
様
な
方
々
の

ご
協
力
に
よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

表
彰
式
は
、令
和
５
年
２
月
10
日
に
オ

ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
、右
の
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
海
道
か
ら
は
、夕
張
市
の
ほ
か
足
寄

町
の
取
り
組
み
が
選
ば
れ
、全
国
す
べ
て

含
め
る
と
51
の
自
治
体
ま
た
は
教
育
機

関
が
、令
和
４
年
度
の
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

名
誉
あ
る
表
彰
を
い
た
だ
き
、光
栄
に

思
い
ま
す
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

皆
様
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
の
皆
様
の
ご
支
援
を
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
年
度〔
令
和
５
年
度
〕が
始
ま
り
ま
す
！ 

　

令
和
５
年
度
の
新
入
生
は
、ゆ
う
ば
り
小
学
校

が
24
名
、夕
張
中
学
校
が
23
名
の
予
定
で
す
。

（
令
和
５
年
２
月
末
現
在
）

　

入
学
式
は
４
月
７
日（
金
）、小
学
校
は
午
前
、

中
学
校
は
午
後
の
挙
行
で
、子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
希
望
に
満
ち
た
新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

新
入
生
の
皆
さ
ん
、保
護
者
ご
家
族
の
皆
さ
ん
、

心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。ご
入
学
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、新
入
生
を
含
め
、小
中
学

校
の
全
児
童
生
徒
が
、安
全・安
心
な
登
下
校
と

な
る
よ
う
、地
域
学
校
協
働
本
部
や
各
地
域
に
お

住
ま
い
の
皆
様
方
の
協
力
を
得
て
、通
学
時
の
見

守
り
活
動
や
バ
ス
の
添
乗
指
導
な
ど
を
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、小
中
学
校
で
は
交
通
安
全
教
室
や
水
難

防
止
教
室
、非
行
防
止

教
室
や
人
権
教
室
、さ

ら
に
は
芸
術
・
文
化
体

験
教
室
、昔
あ
そ
び
体

験
な
ど
、各
方
面
の
指

導
員
や
専
門
家
を
講
師

に
招
き
、地
域
一
体
と
な

っ
た
様
々
な
教
育
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、今
日
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
は
、

学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
、地
域
社
会
、行
政
機
関

な
ど
、多
様
な
大
人
が
協
働
で
行
っ
て
い
く
、と
い

う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、地
域
の
皆
様
に
は
教
育
委
員
会
や

小
中
学
校
か
ら
、子
ど
も
た
ち
の
教
育
活
動
へ
の

ご
指
導
ご
支
援
の
依
頼
が
届
く
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、何
卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
会
だ
よ
り

「教育委員会だより」では、不定期で、学校教育、社会教育の活動や取り組みを紹介していきます。
問合せ先　教育委員会学校教育係 ☎57－7581 ・ 同社会教育係 ☎57－7711

「
朝
活
キ
ッ
ズ
！
」が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
！

令 和４年７月、株
式会社夕張ツムラ
様 のご 協 力 の も
と、工場見学を行
いました。参加者
は、地元を知ると
ともに、働く大人
への感謝の気持ち
を深めている様子
でした。

昔
あ
そ
び

　
　
　
体
験
教
室

全市音楽発表会の開催
～ 10月21日（土）予定 ～

　コロナ禍で３年間中止
になっていた全市音楽発
表会を今年度は開催予
定です。社会教育事業と
して実施します。し
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学校支援ボランティア 令和５年３月３１日　第12号〈縮小版〉
編集責任：夕張市地域学校協働本部
事 務 局：夕張市教育委員会

（☎57－7711）オ レ ン ジ 通 信
　地域で学校を支えることを目的として、平成20年から始まった地域学校協働事業。学校支援ボ
ランティアに登録していただいた方々が様々な活動をしています。令和４年度の活動を紹介いた
します。

　週１度読み聞かせサークルひな
たbook☀さんが小学校低学年を
対象に絵本の読み聞かせを行って
います。本の面白さや新しい世界
との出会いを届けています。

　毎朝、バス停や交差点に立って、
通学の子どもたちを見守っていま
す。通学の安全を守るとともに、朝
の挨拶を交わし、子ども達の健やか
な成長を応援しています。

　ゆうばり小学校の１年生に
けん玉やお手玉、コマ、だる
ま落とし、おはじき遊びを地
域の昔あそびの名人たちが
毎年楽しく伝えています。

　夕張中学校の３年生
を対象として、お琴、
茶 道 、着 付 け、生 け
花、書道体験に講師と
して参加し、礼儀作法
や伝統の技を伝えて
います。

　地域学校協働本部では学校支援ボランティアを募集しています！
　特に子どもたちの通学の見守り活動をしてくださる方が不足しています。朝の30分、夕方の散歩の
合間に近くのバス停や信号で子どもたちを見守りませんか？
　他にも趣味や特技を生かして子どもたちに伝えたい、読み聞かせをしたいなど、ご協力していただ
ける方はまずは事務局までご相談ください。 【問合せ先：☎57－7711（市教委）】

朝の読み聞かせ（小学校） 見守りボランティア

昔あそび体験（小学校）芸術文化体験教室（中学校）

ボランティア募集
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２
月
15
日（
水
）、２
月
16
日（
木
）の
２
日

間
、マ
ウ
ン
ト
レ
ー
ス
イ
ス
キ
ー
場
に
て
、１・２

学
年
が
ス
キ
ー
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
か
ら
２
日
目
の
午
前
中
ま
で
レ
ッ
ス

ン
を
行
い
、２
日
目
の
午
後
か
ら
１
学
年
は「
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ー
」の
発
表
、２
学
年
は

「
Ｓ
Ａ
Ｊ
級
別
テ
ス
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

１
学
年
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ー
は
、隊
列

を
組
ん
で
滑
る
こ
と
や
、タ
イ
ミ
ン
グ
を
上
手

く
合
わ
せ
て
交
差
す
る
な
ど
、技
術
の
上
達

だ
け
で
は
な
く
、ク
ラ
ス
で
団
結
し
な
が
ら
演

技
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。２
学
年
の
級

別
テ
ス
ト
で
は
、２
日
間
取
り
組
ん
だ
レ
ッ
ス
ン

の
成
果
を
発
揮
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
と
す

る
級
を
目
指
し
検
定
に
挑
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

夕
張
市
や
夕
張
ス
キ
ー
連
盟
の
皆
様
の
お

か
げ
で
、生
徒
た
ち
は
楽
し
く
ス
キ
ー
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
17
日（
金
）５
、６
校
時
、本
校
パソ
コ
ン

実
習
室
に
て
１
学
年
18
名
を
対
象
に
北
海
道

大
学
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
拠
点
の
方
々
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

が
情
報
Ⅰ
の
授
業
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、情
報
Ⅰ
で
学
ん
で
い
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
情
報
技
術
が
、ス
マ
ー
ト
農

業
の
中
で
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
な

ど
を
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は「
ス
マ
ー
ト
農
業
と
い
う
言
葉

は
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
、具
体
的
な
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
の
で
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き

て
よ
か
っ
た
」「
ス
マ
ー
ト
農
業
に
興
味
が
あ
る

の
で
、今
後
こ
の
分
野
の
勉
強
を
し
て
い
き
た

い
」な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
授
業
で
は
今
学
ん
で
い
る
も
の
が

実
際
に
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
る
の
か
を

学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
北
海
道
大
学
ス
マ
ー
ト
農

業
教
育
拠
点
の
皆
様
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

２
月
22
日（
水
）６
校
時
に
、第
２
学
年
が

総
合
的
な
探
究
の
時
間
年
度
末
報
告
会
を

行
い
ま
し
た
。

　

１
年
間『
夕
張
の
未
来
を
考
え
る
』を
テ
ー

マ
に
、『
夕
張
市
の
健
康
』『
夕
張
市
の
観
光
』

『
夕
張
市
の
保
育
』『
夕
張
市
の
雇
用
』の
４
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。そ

れ
ぞ
れ
に
関
す
る
夕
張
市
の
現
状
と
課
題
、

そ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
来
年
度
行
い

た
い
企
画
内
容・目
的・目
標
、今
年
度
調
査

し
て
き
た
こ
と
な
ど
を
、１
年
生
や
来
校
い
た

だ
い
た
皆
様
に
向
け
て
報
告
し
ま
し
た
。１
年

間
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
た
夕
張
市
役
所
の
皆
様

に
も
来
校
い
た
だ
き
、報
告
会
を
見
て
来
年

度
に
向
け
て
の
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
度
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に
考
え
た
企
画
を

８
月
末
に
実
行
す
る
予
定
で
す
。

　

今
後
も
夕
張
市
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
な
が
ら『
総
合
的
な
探
究
の
時
間
』を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

第
31
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
３
月
１
日

（
水
）９
時
40
分
よ
り
、本
校
体
育
館
で
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。今
年
度
も
昨
年
度
と
同
様
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し
て
、式

の
時
間
短
縮
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ

ま
し
た
。卒
業
生
20
名
は
３
年
間
を
振
り
返

っ
て
周
囲
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ

て
、次
の
ス
テ
ー
ジ
に
進
む
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
し
た
。ま
た
、そ
の
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

で
は
級
友
と
過
ご
す
最
後
の
時
間
を
惜
し
み

つ
つ
、春
か
ら
の
新
生
活
へ
の
意
欲
に
満
ち
た

表
情
で
学
舎
を
後
に
し
て
い
ま
し
た
。卒
業

生
諸
君
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

キ
ラ
リ
！
〜
魅
力
あ
る
高
校
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
〜

問
合
せ
先　

夕
張
高
校　

☎
59
―
７
８
０
８

令
和
４
年
度 
ス
キ
ー
学
習

北
海
道
大
学
ス
マ
ー
ト
農
業
教
育
拠
点
に

　

よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

２
年
生　

総
合
的
な
探
究
の
時
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
度
末
報
告
会

第
31
回
卒
業
証
書
授
与
式
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　夕張高校魅力化プロジェクトが目指す根幹の「方
針」や「ビジョン」について、市長、教育長、夕張高校
学校長の３者で検討を行い、高校魅力化を推進して
いくための「夕張高校魅力化プロジェクトビジョン」
を作成しました。

　「夕張高校魅力化プロジェクトビジョン」の実現を
目指し、「具体的な戦略」の検討を地域振興課、教育
委員会、夕張高校の職員を中心に進めています。市
内外を問わず多くの生徒に選んでもらえるような
「魅力的なカリキュラム」の作成に向け、まず初めに
カリキュラムのゴールとなる「夕張高校卒業時に身に
つけてほしい学力の3要素」を定めました。今後は具
体的な授業計画などの検討を進めていき、夕張なら
ではの魅力的なカリキュラムの完成を目指していき
ます。

令和4年度に実施しました夕張高校魅力化プロジェクトの取り組みについてご報告します。 夕張高校チャレンジ
・モア・スピリッツ

号　外

◆ビジョン会議
　『かつてはエネルギー（石炭）で変革期の日本の屋台骨
を支えた夕張市。地方創生の現在、課題先進国日本の課
題先進地域の夕張市が、社会課題を技術や政策で解決する
「課題解決先進地域」となり、再び日本の屋台骨を支える「人
財」をつくり、日本のエネルギーとして輩出する！』

【夕張高校魅力化プロジェクトビジョン】

【夕張高校卒業時に身につけてほしい学力の3要素】
◆戦略検討会議

　「総合的な探究の時間」において、１年生は市長より夕
張市の再建に向けた現状と今後のまちづくりについて、
３年生は教育長よりりすたの賑わい創出に関する特別
授業を行いました。

◆市長・教育長による特別授業

　1・2年生を対象としたスキー授業は2日間実施され、夕張市職
員や夕張スキー連盟が講師となり、授業を行っています。2日目
には、1年生はフォーメーションスキーの披露、2年生はSAJ級別
テストに挑戦し、受検した生徒全員が検定資格を取得しました。

　今後、市内中学生に多く選んでもらえるような魅力ある高校づ
くりを進めていくとともに、下宿など市外生徒の受け入れ環境の
準備に取り組みながら、更なる事業の推進を行っていきます。

◆スキー学習

　「総合的な探究の時間」において、１年生18名全員を
夕張市役所全体で受け入れ、市役所の業務に関するオリ
エンテーションや各職場での業務体験を2日間にわたり
行いました。

◆市役所インターンシップ

夕張高校魅力化プロジェクトの取り組み状況について

高校魅力化プロジェクト全体の取り組みについて

夕張市×夕張高校の取り組みについて（主な取り組み）

令和５年度以降の取り組みについて
Athlete's foot とは「水虫」です。
なぜスポーツ選手の足という言い方をするのかというと、運
動をしていると足が蒸れやすく水虫になりやすいとの理由か
らです。

キセキノクイズ（広報ゆうばり３月号回答）
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拠点複合施設りすた からの お知らせ

実践英会話教室(前期)受講者募集
市民を対象とした、初級レベルの英会話教室の受講者を募集します。小学生から参加できます。

と き

と こ ろ
講 師

受 講 料
定 員
申込期限
問合せ先

４月27日(木) ～７月13日(木)　全８回・毎回木曜日
午後６時30分～午後７時30分
拠点複合施設りすた・多目的室２
アシュリー・マレル
(オーストラリア出身の英語の先生)
無料
20名程度
４月26日(水)
市社会教育係　☎57－7711

高齢者学級もも倶楽部 受講者募集
もも倶楽部は、健康な百(もも) 歳を目指し楽しく学ぶことを目標とした、高齢者学級です。

対 象
定 員
と こ ろ
受 講 料

申込期限
日程・内容（予定）　全７回・毎回水曜日
　 ５月17日 開講式・オリエンテーション
　 ６月14日 コリや痛みを予防して元気に！
   体操＆仲間づくり
　 ７月12日 ストレスと上手に向き合おう！
   体操＆十勝のちぎり絵
　 ８月16日 いろんな作品の鑑賞教室・十勝事前学習
　 ９月 ６ 日 市外視察　チーズ工場や帯広百年記念館
　10月11日 自分なりの絵本づくり
　11月 8 日 来年の目標を書で・閉講式・振り返り

60歳以上で、講座に３回以上出席できる市民
40名（先着順で、定員になり次第締め切ります）
拠点複合施設りすた
教材費・市外研修費を徴収します。
詳しくはお申し込み時にお伝えします。
５月10日(火)

申込・問合せ先
　りすた貸館窓口・りすた図書館
　　　　　　　　　　　☎57－7583
　「名前 / 生年月日 / 年齢 / 連絡先」を
お伝えください。
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りすたChallenge協働事業に
応募しませんか？

スケジュール

申請・問合せ先

【４月３日～ 28 日（金）】

★事前相談（必須）

申請書必着

【５月 10 日（水）】

審査会

交付事業の決定

【６月から来年２月】

事業実施期間

市民菜園のスペースを

つくれないかな？

多世代で

交流したい！

地域内外の文化を

コラボレーションさせたい！

ものづくりの
体験会を開いて、

作品を販売できないかな

　

昨年度の事業の様子

　拠点複合施設りすたは開館から３年を迎えました。新型コロナウイルス感染症の影響で、活動
が制限されたこともありましたが、市民の文化活動の拠点として、様々なことが実施されていま
す。今後も、一層活動場所として利用されるよう、今年度もりすた Challenge 協働事業を実施し
ます。
　本事業では、市民団体が創意と工夫を凝らした事業を提案し、審査会で選ばれた事業には市が
助成金を交付して、教育委員会と協働で実施します。皆さんのアイディアをお待ちしています！

対象事業
■りすたを主な活動場所として実施するものであり、単独または複数の市民団体が教育委員会と連携・協働

して行う事業であること。
■公益的または社会貢献的な事業であり、地域課題および社会的課題の解決が図られるものであること。
■具体的な成果および効果が期待できるものであること。
■原則、営利を目的としないものであること。
■市民団体を構成する者のみを対象とせず、幅広い市民が参加できるものであること。

助成対象事業は１件につき上限 30 万円を
助成する。

　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか、
りすた内教育委員会窓口までお越しください。

　市社会教育係　☎57－7711

助成金額

広報ゆうばり　2023年4月号17



ユるっとゆうばりスポーツクラブからのお知らせ
　令和５年度の会員入会・継続手続きを行っています。入会・継続される方は、下記表の年会費を、
ゆうばり文化スポーツセンター窓口でお支払いください。スポーツ安全保険への加入は任意となりま
すが、スポーツ安全保険に加入しない方は、他の傷害保険に加入することをお勧めします。

“ついに春”【健康診断の結果を経て私生活の見直しを】
■食事バランスガイド

食事バランスガイドは、1日に「何を」「どれだけ」食べたらよいのか
をコマの形をしたイラストで簡単に示しています。

主食、副菜、主菜、牛乳・乳製品、果物が不足していたり多すぎたりす
ると、コマが倒れ普段の食事が乱れているということがわかります。

農林水産省の食事バランスガイドのホームページでは1日の食事
バランスのチェックから簡単にお家で作れるアレンジレシピの紹介
など、幅広い観点から1日の食事を管理することができるのでぜひ
活用してみてください。

☆４月の活動日程

年　代　区　分 年会費
（スポーツ安全保険なし）

キッズ（中学生以下） 300円

アダルト（高校生～64歳） 650円

シニア（65歳以上） 300円

年会費
（スポーツ安全保険あり・振込手数料込）

1,200円

2,600円

1,600円

日 時
場 所

持 ち 物

4月6・13・20・27日(木) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、手ぬぐい、（稽古着、竹刀、防具）

≪剣道クラブ≫

☆４月の活動日程
≪ボクシングクラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

4月4・11・18・25日(火) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、
バンテージ（ある方）

曜 日
時 間
場 所
持 ち 物
料 金

火曜日、木曜日（予約制　☎56－5586）
午後１時・午後２時
ハッピーロードフィットネスクラブ
運動靴、タオル、飲み物
１回400円（全８回）

≪フィットネスクラブ体験コース≫

日 時
場 所

持 ち 物

4月6・13・20・27日(木) 18：15～19：30
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
飲み物、タオル、運動靴

≪ランニングクラブ≫≪ピンポンバドミニバレークラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

4月5・12・19・26日(水) 18：30～20：30
ゆうばり文化スポーツセンター
メインアリーナ
飲み物、タオル、運動靴、ラケット（ある方）

日 時
場 所

持 ち 物

4月1・8・29日(土) 10：30～11：30
拠点複合施設りすた
多目的ホール
飲み物、タオル、運動靴

≪りすた楽々運動教室≫

≪文スポ楽々運動教室≫
日 時
場 所

持 ち 物

4月6・20日(木) 10：15～11：30
ゆうばり文化スポーツセンター
サブアリーナ
飲み物、タオル、運動靴

≪ノルディックウォーキングクラブ≫
日 時
場 所

持 ち 物

4月6・13・20・27日(木) 17：00～18：00
ゆうばり文化スポーツセンター周辺野外
トレーニングルームなど
ノルディックポール（貸出可）

●申込・問合せ先　☎56－6046　ゆうばり文化スポーツセンター　竹部
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　暖かい日が続き、雪解けが進む季節となりました。部屋の模
様替えによる家具の移動とお掃除、お洗濯やゴミ出しなどボラ
ンティアさんが活躍しています。これからの季節、窓拭きやベラ
ンダの片付けなど屋外作業の問い合わせが増えてきています。
新規利用のご相談や作業内容などでお気軽にご相談ください。

　2/9（木）５年生の総合学習にて高齢者体験会が行わ
れました。始めに社会福祉協議会のケアマネジャーより
介護保険制度や年を取ることについての講話があり、高
齢者に対してどのように接すればいいかを学んでいまし
た。後半では、器具を付けて高齢者の体の不自由さを体
験し、どのように介助すれば良いかなども話し合ってい
ました。

豊生会の理学療法士さんによる体成分分析装置を使った体力チェックを行いました。
ベッドに横になり機器を取り付け数分間で全身の筋肉量などの計測が完了します。

　2/8（水）は９月に計測
した結果と比較しながら、
理学療法士さんと現在の
体力について説明を聞き、
体力についての確認と相
談をしていました。

　2/9（木）は突然の停電
に見舞われ、発電機で電
力を供給して暖を取り、測
定を行いました。秋の防災
講話が役立ち、発電機を
活用し活動できました。

　２月も末広の恵団地では集会が行
われました。お料理担当の方々が昼食
準備をしている間、ほかの皆さんは麻
雀やトランプゲームなどを行いまし
た。昼食は、お手製の三色丼やカレーう
どんが振る舞われ、会話が弾む楽しい
時間を過ごしました。

楓 真谷地

４人で麻雀大会
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夕張市公共交通等に関するアンケート調査結果の概要について

　令和４年10月に実施しました、夕張市公共交通等に関するアンケート調査結果に
ついてお知らせします。詳細については、市ホームページに掲載していますのでご覧
ください。今後、調査結果を基に持続可能な公共交通の確保を検討していきます。ご
協力ありがとうございました。

　ＪＲ・バスともに「ほとんど利用しない」が７割～８割を占め、日常的に利用している人の割
合は少ない。

問合せ先　市企画係　☎52－3141

◆市民アンケート調査の結果

●回答者数 ●運転免許の有無

●公共交通の利用頻度

年　　　齢
10代
20代
30代
40代
50代
60～64歳
65～74歳
75歳以上
無回答

合　　　計

割　合回答数
3.0%58
1.5%29
3.8%75
6.0%117

運転免許の有無
持っている
持っていない
無回答

合　　　計

割　合回答数
62.6%1,224
36.9%722
0.5%10

100.0%1,956
9.8%191
8.1%158

28.0%547
37.1%725
2.9%56

100.0%1,956

ＪＲ利用頻度バス利用頻度ＪＲ利用頻度バス利用頻度頻　　　度
回　答　数 割　　　合

0.1%3.5%169週５回以上
0.0%1.7%034２日に１回程度
0.6%5.3%12103週１回程度
4.3%13.5%84265月２～３回以下
81.5%72.6%1,5941,421ほとんど利用しない
13.5%3.3%26564無回答
100.0%100.0%1,9561,956合　　　計
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　目的別の外出頻度について、「通勤通学」では週５日以上の頻度が多く、「通院・介護」で
は月２～３回以下の頻度が多い。また「買い物・飲食」では週１回程度の割合が多く、「娯楽・
交友」では月２～３回以下の頻度が多い。

●目的別外出頻度

週５回以上
２日に１回程度
週１回程度
月２～３回以下
出かけない
無回答

合　　計

外出頻度の割合回　答　数

外出頻度
通勤・
通学

16278921535
25512353376
6324677112670
1795214771,05192
469732158376423

1,204379226349760
1,9561,9561,9561,9561,956

0.8%1.4%4.6%1.1%27.4%
1.3%2.6%12.0%1.7%3.9%
3.2%12.6%39.4%6.4%3.6%
9.2%26.6%24.4%53.7%4.7%
24.0%37.4%8.1%19.2%21.6%
61.6%19.4%11.6%17.8%38.9%
100.0%100.0%100.0%100.0%100.0%

通勤・
通学

通院・
介護

買い物・
飲食

娯楽・
交友 その他

通院・
介護

買い物・
飲食

娯楽・
交友 その他

　目的別の交通手段（複数回答可）では、いずれの目的地においても「自家用車」の選択率
が最も高い。
　また、路線バスの交通手段の選択率が比較的大きい目的は、「通院・介護」「その他」とな
っているが、これらの目的での利用頻度は月２回～３回以下など頻度が低いため、公共交通
の利用数自体は少ないと考えられる。

●目的別交通手段構成

A. 徒歩
B. 自転車・バイク
C.自家用車
D. 路線バス
E. ハイヤー
F.JR

交通手段の選択率回　答　数

交通手段
通勤・
通学

18681887572
226411733

2106591,210853607
64121204243100
1216214014
52715434

5.7%8.0%11.8%5.7%8.8%
0.6%3.1%2.6%1.3%4.1%
66.2%77.5%76.0%64.6%74.6%
20.2%14.2%12.8%18.4%12.3%
3.8%1.9%1.3%3.0%1.7%
1.6%3.2%0.9%3.3%0.5%

G. デマンド交通 86191511 2.5%0.7%1.2%1.1%1.4%
H. 職場等の送迎車 17134122724 5.4%1.5%2.6%17.2%2.9%
I. その他 1635546940 5.0%4.1%3.4%5.2%4.9%

当該設問の
有効回答数 3178501,5931,320814

通勤・
通学

通院・
介護

買い物・
飲食

娯楽・
交友 その他

通院・
介護

買い物・
飲食

娯楽・
交友 その他
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　広域路線バスが廃線となった場合、「夕張市から公共交通でどこまで行くことができれば
よいですか」との質問に対し、「札幌市」が最も多く45％を占めた。次いで多かったのは「栗山
町」で18％である。

●広域バス路線が廃線となった場合、どこまで行ければよいか

　夕張市と札幌市などを結ぶ市外４路線それぞれについて、認知・利用経験について質問
したところ、夕鉄バスの「急行新さっぽろ駅前」と「夕張～新さっぽろ線」は回答者の８割が
認知して、４割前後が利用した経験がある。中央バスの「高速ゆうばり号」は認知度６割強
で、利用経験は２割である。

●広域バス路線の認知度・利用経験

割　　　合回　答　数

ふだん利用している
過去に利用したこと
がある
知っているが
使用したことはない
知らなかった
無回答

合　　計

2079242187

216324610529

985894755865

417357135126
318302214249

1,9561,9561,9561,956

夕鉄・夕張
新さっぽろ

1.0%4.0%12.4%9.6%

11.0%16.6%31.2%27.0%

50.4%45.7%38.6%44.2%

21.3%18.3%6.9%6.4%
16.3%15.4%10.9%12.7%
100.0%100.0%100.0%100.0%

夕鉄・夕張
新さっぽろ

夕鉄・急行
新札駅前

中央・高速
ゆうばり

中央・岩見沢
夕張線

夕鉄・急行
新札駅前

中央・高速
ゆうばり

中央・岩見沢
夕張線

行　　　先
新夕張駅
栗山町
由仁町
長沼町

江別市
札幌市
その他
無回答

合　　　計

南幌町
1.7%34
45.1%883
14.9%291
11.8%231

100.0%1,956

6.9%135
18.0%352
0.1%2
1.2%23
0.3%5

割　合回答数
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　「利用しないので分からない」と答えた方が多
いが、「満足」または「おおむね満足」の評価より
も、「不満」「やや不満」の評価が上回っている。
　前回（2012年）の公共交通に関するアンケート
調査においても「現在の夕張市の公共交通サー
ビスについて、どのような印象をお持ちですか」
という今回とほぼ同様の質問を行っているがそ
の前回調査結果と比較すると、今回は否定的な
評価は減少し、肯定的な評価が増加している。

●夕張市の公共交通サービスの評価 公共交通の評価
満足している
おおむね満足
どちらでもない
やや不満

3.2%63
10.2%199
11.5%224
11.8%230

割　合回答数

不満
利用しないので分からない
無回答

合　　　計

13.7%267
42.8%838
6.9%135

100.0%1,956

市内線の方向性
もっと負担して・便利に
負担を変えず・現状維持
負担を少なく・効率化
交通システムの見直し

12.1%237
21.9%429
11.5%224
32.2%629

割　合回答数 市内線の方向性
その他
無回答

合　　　計

7.1%139
15.2%298
100.0%1,956

割　合回答数

市外線の方向性
もっと負担・夕鉄バスを維持
もっと負担・中央バスを維持
もっと負担・両方を維持
デマンドバス等で市外線運行

20.8%406
2.6%51
12.4%242
37.1%726

割　合回答数 市内線の方向性
バスは必要ない
その他

合　　　計

4.1%80
8.5%167

100.0%1,956

割　合回答数

⑴市内線の方向性
　「これからの夕張市の市内線の方向性として、考えに最も近いものを１つ選んでくださ
い」との設問については、「路線バスよりも運行経費が少ない交通システムに見直す」と
答えた方が最も多い。

⑵市外線の方向性
　「これからの夕張市の市外線の方向性として、考えに最も近いものを１つ選んでくださ
い」との設問については、「路線バスよりも運行経費が少ないデマンドバスなどの導入で
市外線を運行する」と答えた方が最も多い。

●今後の在り方

やや不満
13.4％

不満
23.8％

不明
7.6％

利用しないので
分からない
37.6％

おおむね満足　5.9％
満足している　1.7％

＜参考：前回（2012年）調査結果＞

どちらでもない　9.9％

やや不満
11.8％

不満
13.7％

利用しないので
分からない
42.8％

おおむね満足　11.５％

どちらでもない　11.5％

無回答　6.9％ 満足している　3.2％

無回答 284 14.5%
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問合せ先
　包括支援係　☎52－3107

椅子につかまって行うスクワット

胸の前で腕を交差させるスクワット

①椅子につかまって立ち、足を
腰幅ぐらいに開く。

②背すじを伸ばし、後ろにある
椅子に座るイメージで、ゆっ
くり腰を落とし、そのまま立
ち上がる。

①胸の前で腕を交差させ、足
を腰幅ぐらいに開く。

②背すじを伸ばし、後ろにある
椅子に座るイメージで、ゆっ
くり腰を落とし、そのまま立
ち上がる。

①足を腰幅ぐらいに開き両腕
を真っすぐ上に伸ばす。

②腕を振り下ろしながら腰を
おとし反動も使いながら①
に戻る。

８回

８回

８回

ばんざいスクワット
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筋トレはフレイル予防の要です ～Part2～
　フレイルとは、加齢とともに心身の生活機能や社会的なつながりが弱くなった状態です。
　たとえ高齢になっても、積極的にからだを動かすことで、筋力を維持・向上できることがわかって
います。足腰の筋肉を鍛えて、いつまでも動ける・自分の足で歩き続けることができるからだづくり
をしましょう。

　今月も無理なくできる筋トレの方法を紹介します。スクワットは、ご自分に合ったものを3種類の中
から選んで取り組んでみてください。
　初級：椅子につかまって行うスクワット
　中級：胸の前で腕を交差させて行うスクワット
　上級：ばんざいスクワット

手指の力と背中の筋トレ

片脚もも上げ（太もも前の筋トレ）

右手は「パー」にし手を前に出した時に。
左手は「グー」の形にしながら肘を後ろ
に引く。

片方の手を椅子に添え、太ももが床と平行になるまで上げて10秒キープする。
猫背にならないよう、また、体を後ろにそらないよう、お腹にも力を入れる。　※左右行う

左手は「パー」にし手を前に出した時に。
右手は「グー」の形にしながら肘を後ろ
に引く。

グーパー
体操

左脚10秒×２回
右脚10秒×２回
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地域おこし協力隊による異文化交流コーナー
～ 遠く行かなくてもわかる ～

　皆様こんにちは！地域おこし協力隊の蒋静文（しょうせいぶん）です。春風のさわやかな季節を迎えますが、いかがお過
ごしですか？北海道はまだ積雪がありますが、本州は花見の時期になっています。私の出身の中国でも、多くの地域は暖
かくなって、子どもたちも凧上げなどの外遊びがメインになります。今回ご紹介させていただくのは、中国の南にある江西
省（こうせいしょう）という地域の春の景色を書いた詩です。では、一緒に鑑賞しましょう！

　この詩では、早春二月（西暦は三月頃）、草が新緑の芽を出して、ウグイスが青
空の中を自由に飛んで歌っている様子や、静かな水面に柳の細い枝がゆらゆらと、
美人が自分の髪をいじくるように、曖昧な春霧の中で夢や幻のごとく揺らいでいる
様子が書かれています。
　詩の後半では、生き生きと成長している児童の凧上げのシーンが書かれています。
児童は人生の早春にあたり、児童の楽しげな声や笑い声は、万物がよみがえる春を
さざめかせます。春の景色は感動的です。この情景のように、美しい春の景色に
住む人々は多くの感動に触れることでしょう。夕張も美しい春の足音が近づいてい
ます。外遊びが増えますね！

　詩に書かれている柳は、中国の景色を描く詩によく使われます。柳
は日本には少ないですが中国では多く見られて、大昔から民謡や詩に
も記載されてきました。中国では、柳は概ね５つの意味があります。

　一つ目は、軍事の象徴です。柳の生命力が強く、成長スピードも速
いことから、軍営の周りに障壁として植えられてきました。

　二つ目は、隠士（いんし）の象徴で、高潔な人格を表します。隠士とは、俗世間を避けて悠々自適の
生活を送っている人のことです。「お金のために悪事を働かない」という伝説がある中国の魏晋南北朝
時代（184-589 年）の有名詩人陶淵明（とう　えんめい）が、自伝的作品「五柳先生伝」を書いたこ
とにより、柳は隠士の象徴になりました。

　三つ目は、離別の象徴です。中国語の「柳」と「留」が同音で柳の枝が細長いことから、友情の永
久を表します。昔は友達と離別する時に、柳を通じて名残惜しくて別れたくない気持ちを伝えました。
2022 年冬季オリンピックの閉幕式では演出者が柳の枝を持って、別れを惜しむ気持ちを表しました。

　四つ目は、離別を惜しむ気持ちを広義に解釈して、柳絮（りゅうじょ：柳の綿毛のこと）がたんぽぽ
みたいに飛び散って、ひらひらと舞い落ちる様子から無限の哀愁を表します。

　五つ目は、女性の柔らかで美しいイメージを形容します。柳は形体がしなやかなので、女性の眉毛や
髪の毛、腰を比喩します。柳の樹が軽やかで美しい少女のように立っています。

　私が子どもの時は柳の枝を３センチくらいに切って、中身を取り、皮を使って柳の笛を作りました。曲は表現できませ
んが、音が出せたことも楽しかった思い出です。春の訪れとともに、私が夕張で取り組みたいこともたくさん芽生えてき
ました。まずは今回ご紹介した詩のように、私も夕張の子どもたちと一緒に外遊びをして元気に過ごしたいと考えていま
す。令和５年度もよろしくお願いいたします。

●詩の訳
旧暦二月、草は徐々に芽を出して成長し、ウグイスが飛び交
い、堤防を舞う柳は春の霧に酔いしれます。村の子どもたち
は学堂から早く帰り、東風に乗って青空へ凧を上げました。
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『ミッドナイト・ライブラリー』　マット・ヘイグ/著　ハーバーコリンズ・ジャパン

・汝、星のごとく（凪良ゆう）　・しろがねの葉（千早茜）　・月の立つ林で（青山美智子）
・宙ごはん（町田そのこ）　・方舟（夕木春央）
・ラブカは静かに弓を持つ（安壇美緒）　・この父ありて、娘たちの満月（梯久美子）
・黒い海（伊澤理江）　・歴史を拓いた明治のドレス（吉原康和）
・消滅危機世界遺産（ベーテル・エークハウト）

☆新しく入った本

　ある夜、飼い猫が事故死したと連絡を受けたノーラ。その上、翌日には勤めていた楽器店から
クビを言い渡されてしまう。その日人生のどん底にいたノーラだったが、悲しみを聞いてくれる
家族も友人もいない。「思えば私の行動のすべてが間違いだった」「決断のすべてが災いを呼ん
だ」と感じたノーラは、この世界にさよならすることにする。そして目が覚めたとき、ノーラは真夜
中の図書館にいた。そこは生と死の狭間にある図書館で、もしもあの時違う決断をしていたら、
物事はどれほど違っていたかを教えてくれるという。

新着図書のご紹介

問合せ先　りすた図書館　☎57－7583

　令和4年11月7日から募集を開始した石炭博物館模擬坑道の復旧工事に関するガバメントクラ
ウドファンディング（GCF）が2月4日に受付を終了し、目標額であった500万円を超える589万
4,000円の寄附が、市内をはじめ全国から集まりました。これもひとえに皆様のご支援ご協力あっ
てのことと、心より感謝申し上げます。
　集まった寄附金は、現在進めている模擬坑道の復旧工事（防災設備の整備に充てる費用）の一部
として活用させていただきます。
　石炭博物館は夕張が辿った歴史や文化、日本の発展にこれまで果たしてきた役割を未来につな
ぐ中継地点としての役割を担っていくため、今後は、より安心・安全な施設として再生していきます。

石炭博物館模擬坑道に関するGCFのご報告

問合せ先　市企画係　☎52－3141
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「リサイクルコーナーを正しく利用しましょう」
「リサイクルコーナーでは回収されていないモノ」が散見されています。

電池・蛍光管・電球・雑誌・本・新聞紙・小型家電・古着　のみ

不法投棄が続きますと、今後の運用に関わりますので、
ルールを守ってリサイクルコーナーをご利用ください。

①無料回収できるもの

②回収場所と受入時間

③注　意

問合せ先　市環境生活係　☎52－3108

⑴拠点複合施設「りすた」にリサイクルコーナーはありません。
⑵回収できるものの詳しい内容については、ごみ分別辞典やごみ収集カレンダーをご確認

ください。
⑶処分方法がわからない場合は、環境生活係に問い合わせください。

④リサイクルコーナーに投棄されたもの（一部抜粋）
生ごみ・手動シュレッダー ＜正しい処分方法 … 一般ごみ ＞
敷布団・掛け布団(毛布以外) ＜正しい処分方法 … 粗大ごみ ＞
テレビ・車のバッテリー ＜正しい処分方法 … 専門業者や小売店へ問い合わせください＞

回 収 場 所 受 入 時 間
月曜日～金曜日
8：45～17：30夕張市役所

月曜日～日曜日
24時間受入可（祝祭日含む）

旧南支所屋外倉庫
(清水沢宮前町清水沢郵便局向かい)

月・水・金
9：00～12：00

ふれあいサロン
（若菜・南部・沼ノ沢・紅葉山）
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■ GW期間中のごみ収集のお知らせ
ＧＷ(ゴールデンウィーク)期間中のごみ収集は次の表のとおりです。

■ 粗大ごみ（大型ごみ）収集の日程が決まりました
粗大ごみ用処理券（１枚200円）を品目ごとに定められた金額分（200円・600円・1,000円）
貼って、当日の 午前８時まで に所定の場所に出してください。

①一般ごみ収集のような「音楽」は流れません。
②ごみ処理券の貼付不足・貼付する処理券間違いの場合は回収しません。
　※品目ごとの料金については、『ごみ分別辞典』をご参照ください。
③出し忘れによる再収集は行いません。
④小型家電製品は市内にあるリサイクルコーナーへ出してください。
　また、テレビ・冷蔵庫・洗濯機・エアコンはごみとして出せません。

【気をつけて！】

問合せ先
　市環境生活係　☎52－3108

月　　日

５月１日（月）

午前８時30分～
　午後４時30分

【火曜・水曜】
収集地区

【火曜・水曜】
収集地区

５月２日（火）

休　　み休　　み５月３日（水／祝）

休　　み休　　み５月４日（木／祝）

休　　み休　　み

休　　み

休　　み

休　　み５月５日（金／祝）

午前８時30分～
　午後４時30分

【月曜】収集地区 【月曜】収集地区

一般ごみ収集 資源物収集 埋立処分地

収　集　日

社光、住初、本町、旭町、昭和、末広、鹿の谷、千代田、若菜、
常盤、平和、日吉、富野、南部５月９日（火）

清水沢（全地区）、南清水沢５月10日（水）

沼ノ沢、真谷地、紅葉山、楓、登川、滝ノ上５月11日（木）

収集地区
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5
8
0
4

市
市
民
係 

☎
52
―
3
1
0
4

ず
に
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
転
出
届
を

提
出
で
き
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
た
め
24
時
間
手

続
き
が
で
き
、必
要
な
手
続
き
や
持
ち

物
に
つ
い
て
あ
ら
か
じ
め
表
示
さ
れ
ま

す
。

問
合
せ
先

市
市
民
係 

☎
52
―
3
1
0
4

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
―
95
―
0
7
1
8

※
印
鑑
登
録
証
明
書
の
申
請
に
は
、印

鑑
登
録
証（
カ
ー
ド
）を
必
ず
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

　

転
出
入
の
異
動
の
場
合
、カ
ー
ド
の

継
続
利
用
が
可
能
で
す
。転
入
手
続

き
の
時
に
暗
証
番
号
を
確
認
の
う
え
、

カ
ー
ド
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

転
居
や
婚
姻
な
ど
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、写
真
付
き
住
民
基
本
台
帳
カ

ー
ド
の
券
面
記
載
事
項
が
変
更
に
な
っ

た
場
合
、転
居
届
や
婚
姻
届
な
ど
の
提

出
に
併
せ
て
、暗
証
番
号
を
確
認
の
う

え
、カ
ー
ド
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。新

た
な
住
所
や
氏
名
な
ど
を
カ
ー
ド
に

格
納
し
、追
記
欄
に
記
載
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係　

☎
52
―
3
1
0
4

方　法 １年度分の保険料 割引額
毎月

（現金・翌月末口座振替） 198,240円（16,520円×12回） 割引なし

毎月
（当月末口座振替） 197,640円（16,470円×12回） 600円

６カ月前納
（口座振替） 195,980円（97,990円×2回） 2,260円

６カ月前納
（現金） 196,620円（98,310円×2回） 1,620円

１年前納
（口座振替） 194,090円 4,150円

１年前納
（現金） 194,720円 3,520円
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市
税
の
納
付
方
法
が

　
　
　
　

追
加
さ
れ
ま
す

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

　
　
　
　

納
期
限
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

　
　
　

減
免
制
度
に
つ
い
て

土
地・家
屋
価
格
等

　
　
　

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

令
和
５
年
度

　
　
（
２
０
２
３
年
度
）分

上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替

　
　
　
　

予
定
日
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
新
た
に
納
付

書
に
印
字
さ
れ
る
地
方
税
統
一Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド（ｅ
Ｌ
―
Ｑ
Ｒ
）を
利
用
し
た
市
税

の
納
付
方
法
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。

◆
自
宅
で
パ
ソ
コ
ン・ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
納
付
可
能
に
！

　

納
付
書
に
印
字
さ
れ
たｅ
Ｌ
-

Ｑ
Ｒ

を「
地
方
税
お
支
払
サ
イ
ト
」を
通

じ
、パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み

取
る
こ
と
で
、い
つ
で
も
ご
自
宅
な
ど
か

ら
簡
単
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
で

納
付
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、各
種
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
ア

プ
リ
で
の
納
付
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

◆
全
国
の
金
融
機
関
で
納
付
可
能
！

　
ｅ
Ｌ
―
Ｑ
Ｒ
が
印
字
さ
れ
た
納
付
書

は
全
国
の
地
方
税
統
一Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
対

応
金
融
機
関
の
窓
口
で
も
納
付
が
可

能
と
な
り
ま
す
。

対
象
税
目

・固
定
資
産
税・都
市
計
画
税

・軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

　

詳
し
く
は
、「
地
方
税
お
支
払
サ
イ

ト
」を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
従
来
の
方
法
で
も
引
き
続
き
納
付

で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
収
納
係

☎
52
―
3
1
2
9

　

令
和
５
年
度
の
軽
自
動
車
税（
種

別
割
）の
納
期
限
は
５
月
１
日
で
す
。

　

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、原
動

機
付
自
転
車
、軽
自
動
車
、小
型
特
殊

自
動
車
お
よ
び
二
輪
の
小
型
自
動
車

（
こ
れ
ら
を「
軽
自
動
車
等
」と
い
い
ま

す
。）に
対
し
て
か
か
る
税
金
で
す
。

　

毎
年
４
月
１
日（
賦
課
期
日
）現
在
、

市
内
に
主
た
る
定
置
場
の
あ
る
軽
自

動
車
等
の
所
有
者
が
、納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、割
賦
販
売
な
ど
で
売
主
が

所
有
権
を
留
保
し
て
い
る
場
合
は
、買

主
で
あ
る
使
用
者
が
納
税
義
務
者
と

な
り
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

　

障
が
い
の
あ
る
方
、ま
た
は
障
が
い
の

あ
る
方
と
生
計
を
同
じ
く
す
る
方
が
所

有
し
、障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使
用

す
る
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、一
定
の
要

件
を
満
た
す
場
合
、１
人
１
台
に
限
り

申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）の

減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

減
免
申
請　

４
月
中
旬
に
市
か
ら
郵

送
さ
れ
る
納
税
通
知
書
と
、個
人
番

号
カ
ー
ド（
通
知
カ
ー
ド
）・運
転
免
許

証・車
検
証・障
害
者
手
帳（
身
体
障
害

者
手
帳・療
育
手
帳・精
神
障
害
者
保

　

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
次
の
と
お

り
行
って
い
ま
す
。

縦
覧
期
限　

５
月
31
日

（
土・日・祝
日
は
除
く
）

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜

　
　
　
　
　
　

午
後
５
時
30
分

縦
覧
場
所　

市
賦
課
係

（
市
役
所
２
階
2
2
番
窓
口
）

縦
覧
で
き
る
人

　

土
地・家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税

　

令
和
５
年
度（
2
0
2
3
年
度
）分

上
下
水
道
料
金
の
口
座
振
替
予
定
日

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。振
替
日
に
預

貯
金
残
高
の
不
足
な
ど
で
振
替
不
能

と
な
ら
な
い
よ
う
、ご
注
意
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
先

お
客
様
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
市
役
所
１
階 

土
木
水
道
課
と
な
り
）

ゆ
う
ば
り
麗
水（
れ
い
す
い
）株
式
会

社 

☎
53
―
2
0
1
1

市
上
下
水
道
庶
務
係

 

☎
52
―
3
1
5
2

地
方
税

お
支
払
サ
イ
ト

詳しくは
こちら

健
福
祉
手
帳・戦
傷
病
者
手
帳
の
い
ず

れ
か
）を
持
参（
コ
ピ
ー
可
）し
て
く
だ

さ
い
。郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
、申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
載
の
う
え
、持

参
に
よ
る
申
請
と
同
じ
書
類
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。窓
口
で
の
代

理
申
請
に
は
委
任
状（
様
式
任
意
）が

必
要
と
な
り
ま
す
。

申
請
書　

申
請
書
の
様
式
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、

市
賦
課
係
ま
た
は
南
支
所
に
設
置
し

て
い
ま
す
。

申
請
期
間　

４
月
17
日
〜
24
日

※
期
限
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が
な
い

場
合
は
、減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
請
場
所　

市
賦
課
係
ま
た
は
南
支

所問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

者
、ま
た
は
そ
の
代
理
人

縦
覧
に
必
要
な
も
の

　

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
縦
覧
の
場
合
は
、納

税
者
か
ら
の
委
任
状
。

問
合
せ
先　

市
賦
課
係

☎
52
―
3
1
2
0

使用月
（使用期間 ※14日が検針日の場合）

令和5年4月分 （3/15～4/14）

令和5年5月分 （4/15～5/14）

令和5年6月分 （5/15～6/14）

令和5年7月分 （6/15～7/14）

令和5年8月分 （7/15～8/14）

令和5年9月分 （8/15～9/14）

令和5年10月分 （9/15～10/14）

令和5年11月分 （10/15～11/14）

令和5年12月分 （11/15～12/14）

令和6年1月分 （12/15～1/14）

令和6年2月分 （1/15～2/14）

令和6年3月分 （2/15～3/14）

令和５年  ６月３０日5月

  ７月３１日5月

  ８月３１日7月

 １０月 ２日7月

 １０月３１日9月

 １１月３０日9月

令和６年  １月 ９日11月

  １月３１日11月

  ２月２９日1月

  ４月 １日1月

  ４月３０日3月

  ５月３１日3月

検針月 口座振替予定日

上下水道料金の口座振替予定日
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フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　

プ
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
る

　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

合
併
処
理
浄
化
槽
の

　

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

犬
登
録
鑑
札・狂
犬
病

　

予
防
注
射
済
証
の

　
　
　
　

手
続
き
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

キ
ッ
ト
の
廃
棄
に
つ
い
て

商
工
観
光
係
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

市
で
は
家
計
、生
活
相
談
の
専
門
家

で
あ
る
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
Ｆ
Ｐ
）に
よ
る
相
談
会
を
毎
月
１
回

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。日
々
の
家
計
管

理
や
住
宅
ロ
ー
ン
、保
険
の
見
直
し
や

年
金
、相
続
、遺
言
に
関
す
る
こ
と
な

ど
、暮
ら
し
と
お
金
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
悩
み
を
お
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
消
費
者
ロ
ー
ン
な
ど
の

返
済
の
た
め
家
計
が
成
り
立
た
な
く

な
っ
て
、ど
う
解
決
し
た
ら
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
と
き
も
、１
人
で
悩
ま
ず
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
予
約
の
方
が
優
先
で
す
。

※
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方
な

ど
に
は
訪
問
相
談
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

と　

き　

 

※
毎
月
第
２
水
曜
日

　
　

４
月
12
日
、５
月
10
日
、

　
　

６
月
14
日
、７
月
12
日
、

　
　

８
月
９
日
、９
月
13
日
、

　
　

10
月
11
日
、11
月
８
日

　
　

12
月
13
日
、１
月
10
日

　
　

２
月
14
日
、３
月
13
日

　
　

午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た

問
合
せ
先　

市
収
納
係

☎
52
―
3
1
2
9

　

家
庭
の
し
尿
と
生
活
雑
排
水
を
併

せ
て
処
理
す
る「
合
併
処
理
浄
化
槽
」

を
新
た
に
設
置
す
る
場
合
、設
置
費
用

の一部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
者

・下
水
道
処
理
区
域
以
外
の
地
域
に
専

用
住
宅
ま
た
は
店
舗
等
併
用
住
宅
を

建
築
し「
合
併
処
理
浄
化
槽
」を
設
置

す
る
方

・く
み
取
り
式
便
所
を「
合
併
処
理
浄

化
槽
」に
改
造
す
る
方

次
の
場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

・販
売
目
的
で
住
宅
を
建
築
す
る
方

・住
宅
を
借
り
て
い
る
方
で
、賃
貸
人
か

ら
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
方

・市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
る
方

・す
で
に「
合
併
処
理
浄
化
槽
」を
設
置

し
て
い
る
住
宅
を
お
持
ち
で
、新
た
に

設
置
す
る
方

申
込
方
法

　

補
助
金
交
付
申
請
書
を
建
物
建
築

工
事
着
工
前
に
市
環
境
生
活
係
ま
で

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
建
築
計
画
時
点
で
必
ず
事
前
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

５
人
槽 

35
万
２
０
０
０
円

６
〜
７
人
槽 

44
万
１
０
０
０
円

８
〜
10
人
槽 

58
万
８
０
０
０
円

11
〜
20
人
槽　

１
０
０
万
２
０
０
０
円

21
〜
30
人
槽　

１
５
４
万
５
０
０
０
円

31
〜
50
人
槽　

２
１
２
万
９
０
０
０
円

　

犬
の
飼
い
主
の
皆
様
、ま
た
４
月
以

降
に
犬
を
飼
う
こ
と
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
へ
、令
和
５
年
度
分
の
犬
登
録
鑑

札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
に
つ
い

て
、鑑
札
・
注
射
済
証
の
納
品
が
遅
れ

た
た
め
、令
和
５
年
度
分
の
飼
い
犬
の

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
の
提

出
は
４
月
下
旬
以
降
と
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
て
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係　

☎
52
―
3
1
0
8

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
キ
ッ
ト（
市
販

の
も
の
や
病
院
で
配
布
さ
れ
た
も
の
）

を
資
源
ご
み
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。検
査
キ
ッ
ト
は
、針
が
な
い
も
の
に
つ

い
て
は
、密
封
し
て
一
般
ご
み
で
出
し
て

く
だ
さ
い
。針
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、ご
み
と
し
て
出
せ
な
い
た
め
、購
入

し
た
お
店
な
ど
に
返
却
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
、事
業
者
の
方
に
つ
き
ま
し
て

は
、産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
し
て
い

た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

夕
張
市
内
の
産
業
振
興
、雇
用
、定

住
を
促
進
す
る
た
め
、次
の
補
助
を
実

施
し
ま
す
。

⑴
資
格
取
得
支
援
事
業
補
助
金

　

専
門
技
術
な
ど
の
市
が
指
定
す
る

資
格
を
取
得
す
る
際
に
か
か
る
受
験

料
や
講
習
受
講
料
な
ど
の
経
費
の一
部

を
補
助
し
ま
す
。

⑵
創
業
等
支
援
事
業
補
助
金

　

発
展
性
を
持
っ
て
市
内
に
お
い
て
起

業
す
る
新
規
創
業
者
ま
た
は
事
業
者

で
あ
っ
て
事
業
を
拡
大
す
る
者
に
対
し

て
、そ
の
初
期
投
資
な
ど
の
費
用
の一部

を
補
助
し
ま
す
。

そ
の
他　

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

51
人
槽
以
上　

２
４
２
万
９
０
０
０
円

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

　

収
集
事
業
者
に
多
数
の
感
染
者
が

出
る
と
、収
集
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
環
境
生
活
係

☎
52
―
3
1
0
8

問
合
せ
先　

市
商
工
観
光
係　

☎
52
―
3
1
2
8

▼

資
格
取
得
支
援

事
業
補
助
金

▼

創
業
等
支
援　

事
業
補
助
金

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」「みんなで「みんなで
Episode 57

懐かしい夕張の写真をお寄せください。
下記フェイスブックに投稿または清水沢コミュニティゲート（宮前町39 
宮コ23）に持参いただくか、市企画係でも受け付けています。

「みんなでつくる夕張の記憶ミュージアム」　https://yubarinokioku．net/ 
フェイスブックページ　https://www．facebook．com/yubarinokioku/ 
夕張の記憶ミュージアム実行委員会（幹事・清水沢プロジェクト　☎57－7463）

（市企画係　☎52－3141）

「岳富町の坂と三菱の蒸気機関車」　夕張市公民館所蔵、1960年代

▼この写真は下記でもご覧いただけます。
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

　
　

定
期
接
種
の
お
知
ら
せ

消
費
生
活
相
談
に
つ
い
て

一
般
介
護
予
防
事
業

　
「
ゆ
る
リ
ラ
講
座
」の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　
（
老
人
福
祉
会
館

　
　
　
　
　
　

第
１
ク
ー
ル
）

対 象 者 生 年 月日

6 5 歳 とな る 方 昭 和 3 3 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 3 4 年 ４月１日 生
7 0 歳 とな る 方 昭 和 2 8 年４月２日生～ 昭 和２９年４月１日生
7 5 歳 とな る 方 昭 和 2 3 年４月２日生～ 昭 和２４年４月１日生
8 0 歳 とな る 方 昭 和 1 8 年４月２日生～ 昭 和１９年４月１日生
8 5 歳 とな る 方 昭 和 1 3 年４月２日生～ 昭 和１４年４月１日生
9 0 歳 とな る 方 昭 和 ８ 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 ９ 年 ４月１日 生
9 5 歳 とな る 方 昭 和 ３ 年 ４月２日 生 ～ 昭 和 ４ 年 ４月１日 生
1 0 0 歳となる方 大 正 1 2 年 ４月２日 生 ～ 大 正 1 3 年 ４月１日 生

　

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
に
つ
い
て
、令
和
５
年
度
は
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

　

過
去
に
１
度
も
高
齢
者
肺
炎
球
菌

（
23
価
肺
炎
球
菌
）ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
た
こ
と
が
な
く
、次
の
⑴
の
表
ま

た
は
⑵
に
該
当
す
る
市
民
の
方

※
⑴
の
方
に
は
個
別
に
通
知
を
し
ま

す
。

⑴

⑵
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
心
臓
、じ
ん
臓
ま
た
は
呼
吸
器
の
機

能
に
自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
活

動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
を
有
す
る
方（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
相
当
）

②
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免

疫
の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い
を
有

す
る
方（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

相
当
）

実
施
期
間　

令
和
５
年
４
月
１
日
〜

令
和
６
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

①
中
條
医
院　

②
南
清
水
沢
診
療
所

③
夕
張
市
立
診
療
所

接
種
費
用　

実
施
医
療
機
関
に
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

助
成
額

・接
種
費
用
の
半
額（

上
限
3
0
0
0
円
）

・
生
活
保
護
受
給
者
は
接
種
費
用
を

全
額
助
成（
自
己
負
担
な
し
）

接
種
回
数　

１
回

そ
の
他　

・必
ず
過
去
の
接
種
歴
を
確
認
く
だ
さ

い
。

・接
種
す
る
前
に
実
施
医
療
機
関
に
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

・
年
齢
確
認
の
た
め
、実
施
医
療
機
関

に
健
康
保
険
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

何
か
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

　

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
設
置
し

て
い
ま
す
。相
談
は「
無
料
」で
す
の

で
、訪
問
販
売
や
架
空
請
求
な
ど
困
っ

た
と
き
は
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

　

電
話
や
面
談
で
の
相
談
と
な
り
ま

す
。面
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、事
前

に
電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
祝
日・年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
窓
口

夕
張
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

（
夕
張
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
56
―
6
0
0
1

（
相
談
窓
口
専
用
）

　

足・腰
、認
知
機
能
な
ど
が
衰
え
は

じ
め
た
と
感
じ
て
い
る
、高
齢
者
の
か

た
向
け
の
事
業
の
お
知
ら
せ
で
す
。

　

介
護
が
必
要
と
な
ら
な
い
よ
う
、専

門
の
講
師
が
軽
運
動
と
認
知
機
能
を

維
持
向
上
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
ま
す
。

　

現
在
、開
催
予
定
の
日
程
・
会
場
は

上
記
の
と
お
り
で
す
。日
程
の
変
更
・

中
止
の
場
合
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

37
．５
℃
以
上
の
発
熱
や
風
邪
症
状

な
ど
の
体
調
不
良
が
あ
る
場
合
は
、参

加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

　

今
後
の
開
催
予
定
に
つ
い
て
は
、随

時
、広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象　

夕
張
市
民

持
ち
物　

汗
ふ
き
タ
オ
ル
、飲
み
物

服　

装　

動
き
や
す
い
服
装

料　

金　

無
料

申
込・問
合
せ
先　

市
包
括
支
援
係

☎
52
―
3
1
0
7

・
生
活
保
護
受
給
者
は
生
活
保
護
受

給
証
明
書
を
実
施
医
療
機
関
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

・
対
象
者
の
⑵
に
該
当
す
る
方
は
、身

体
障
害
者
手
帳
を
実
施
医
療
機
関
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

・市
外
の
病
院（
施
設
）に
入
院（
入
所
）

し
て
い
る
方
が
接
種
す
る
場
合
は
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、事
前
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
保
健
係

☎
52
―
3
1
0
6

場　　所 実　　施　　日 開　催　時　間 申込締切
●老人福祉会館運行の無料送迎

バスは 10:30 着
※利用する方は申し込みの際に

申し出ください。
●夕鉄バスは石炭博物館発
　「夕鉄本社ターミナル」9:44 着
新夕張駅前発 9:05 着
※詳しくは夕鉄バス時刻表をご

覧ください。

交　　　通
5月19日(金)

5月26日(金)

6月  2日(金)

5月12日(金)
※申込が定員に

達した場合、
終了します。6月  9日(金)

6月16日(金)

老人福祉会館
（定員35名） 午前10:30～12:00

(受付10:00～)
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一
時
預
か
り
事
業

　
　
（
余
裕
活
用
型
）を

　
　
　

実
施
し
て
い
ま
す

ほ
っ
か
い
ど
う

「
親
子
の
た
め
の
相
談

　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」に
つ
い
て

人
形
劇
の
お
知
ら
せ

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

バ
ナ
ー
広
告
を

　
　

掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

認
定
こ
ど
も
園
お
よ
び
認
可
保
育

所
で
、定
員
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に
限

り
、保
育
園
な
ど
を
利
用
し
て
い
な
い

家
庭
の
保
護
者
の
短
期
的
な
就
労
、傷

病
や
冠
婚
葬
祭
、私
的
な
理
由
な
ど
に

よ
る
子
ど
も
の一
時
預
か
り
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
児
童　

保
育
園
な
ど
を
利
用
し

て
い
な
い
満
１
歳
か
ら
就
学
前
で
、一
時

的
に
保
育
の
必
要
が
あ
る
児
童

実
施
施
設　

ゆ
う
ば
り
丘
の
上
こ
ど

も
園
、沼
ノ
沢
保
育
園

利
用
期
間　

月
曜
日
〜
土
曜
日

（
保
育
園
の
都
合
で
休
み
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
）

利
用
限
度　

月
10
日
以
内

理
由
別
限
度

・短
期
的
な
就
労
な
ど

　

月
10
日
以
内

・傷
病
や
冠
婚
葬
祭
な
ど

　

月
７
日
以
内

・リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
ど
私
的
理
由

　

月
３
日
以
内

※
市
外
居
住
者
で
市
内
の
祖
父
母
宅

で
里
帰
り
出
産
を
さ
れ
る
方
は
、事

前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

保
育
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後
４
時

利
用
方
法　

事
前
に
登
録
申
請
、利

用
申
請
が
必
要
で
す
。リ
ー
フ
レ
ッ
ト

と
申
請
書
は
、拠
点
複
合
施
設「
り
す

　

子
育
て
の
不
安
や
い
じ
め・
不
登
校

な
ど
、家
庭
や
学
校
に
つ
い
て
悩
ん
だ
と

き
に
、子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
が
よ
り

相
談
し
や
す
い
よ
う
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
た
相
談
窓
口「
ほ
っ
か
い
ど
う
親

子
の
た
め
の
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」が
開
設

さ
れ
ま
し
た
。

相
談
対
象
者

　

子
ど
も
本
人
や
そ
の
保
護
者
な
ど

相
談
内
容　

子
育
て
の
不
安
、し
つ

け
、育
児
、家
庭
内
暴
力
、い
じ
め
、不

登
校
、ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
、家
族
や
家
庭

の
悩
み
な
ど
、子
ど
も
や
子
育
て
に
関

す
る
相
談
全
般

受
付
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

利
用
方
法

　

下
段
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

検
索
機
能
か
ら
、厚
生
労
働
省
の
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト「
親
子
の
た
め
の

相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」を
友
だ
ち
追
加
し
、

ト
ー
ク
画
面
上
の「
チ
ャッ
ト
で
相
談
す

る
」ボ
タ
ン
を
タ
ッ
プ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

◇
匿
名
で
相
談
が
で
き
ま
す（
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
名
や
ア
イ
コ
ン
は
表
示

さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

◇
無
料
で
相
談
が
で
き
ま
す
。

◇
混
雑
時
な
ど
、速
や
か
に
対
応
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

札
幌
か
ら
人
形
劇
団
を
お
呼
び
し

ま
す
。入
場
無
料
で
す
の
で
、ぜ
ひ
、親

子
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
29
日（
土
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た　

ゆ
う
ば
り
っ
子
ひ
ろ
ば

掲
載
の
位
置

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ・下
段
部
分

掲
載
期
間

１
カ
月
単
位（
最
長
５
年
）

　

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。

広
告
の
規
格

　

縦
80
ピ
ク
セ
ル
、横
2
3
0
ピ
ク
セ

ル
、画
像
は
Ｇ
Ｉ
Ｆ
形
式
、容
量
は
15
キ

ロ
バ
イ
ト
以
下

掲
載
料
お
よ
び
申
し
込
み
方
法

　

掲
載
料
は
掲
載
期
間
に
よ
って
異
な

り
ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
情
報
管
理
係

☎
52
―
3
1
4
0

た
」内
市
子
ど
も・
子
育
て
支
援
係
で

配
布
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
料
な
ど

※
年
齢
区
分
は
、令
和
５
年
４
月
１
日

時
点
の
満
年
齢
と
な
り
ま
す
。

※
満
１
歳
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。４
月

１
日
時
点
で
０
歳
の
場
合
は
、１・２

歳
児
の
料
金
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
先

市
子
ど
も・子
育
て
支
援
係

☎
57
―
7
5
8
2

１・２歳児

生活保護世帯

市民税非課税世帯

その他の世帯

希望者のみ

区　　分
４時間以内

0円0円

2,000円1,000円

3,000円1,500円

給食・おやつ代　300円（白米持参）

0円0円

1,400円700円

2,000円1,000円

３歳児以上
４時間超
(１日) ４時間以内 ４時間超

（１日）

◇
相
談
者
の
同
意
が
な
い
限
り
、個
人

情
報
や
相
談
内
容
は
第
三
者
に
公

開
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。た

だ
し
、身
体
や
生
命
に
危
険
が
あ
る

な
ど
、緊
急
と
判
断
さ
れ
る
場
合

は
、児
童
相
談
所
や
警
察
な
ど
に
連

絡
を
し
て
安
全
を
確
保
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

◇
児
童
虐
待
な
ど
、緊
急
の
相
談
は
児

童
相
談
所
の
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

ま
た
は
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い（
24
時
間
3
6
5

日
対
応
）。

相
談・問
合
せ
先

　

厚
生
労
働
省
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ

ン
ト「
親
子
の
た
め
の
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

友
だ
ち
登
録
リ
ン
ク

市
生
活
福
祉
係 

☎
52
―
1
0
5
9

児
童
相
談
所
虐
待
対
応
ダ
イ
ヤ
ル

☎
1
8
9

児
童
相
談
所
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
0
1
2
0
―
1
8
9
―
7
8
3

内　

容　

人
形
劇
団
野
良
犬
Ｐ
ｌｕｓ

『
お
か
え
し
』『
た
ぬ
き
の
恩
返
し
』

そ
の
他　

４
月
29
日
は
祝
日
で
す
が
、

り
す
た
図
書
館
は
開
館
し
ま
す
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

問
合
せ
先　

り
す
た
図
書
館

☎
57
―
7
5
8
3
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プ
レ
り
す
た
市
民
学
習
講
座

「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
地
域
探
訪
」

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン

　
　
　

市
民
審
査
員
募
集

映
画
上
映
の
お
知
ら
せ

春
の
火
災
予
防
運
動
が

　
　
　
　
　

始
ま
り
ま
す

第
78
回
夕
張
民
謡

　
　

文
化
連
盟
優
勝
大
会

栗
山
警
察
署
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

５
月
か
ら
始
ま
る
り
す
た
市
民
学

習
講
座
で
は
、座
学
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

組
み
合
わ
せ
て
、地
域
を
探
訪
す
る
予

定
で
す
。そ
の
お
試
し
と
し
て
、り
す
た

を
中
心
と
し
て
地
域
資
料
を
読
ん
だ

後
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
す
る
社
会
教
育
事

業
を
実
施
し
ま
す
。事
業
実
施
後
に
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

健
康
増
進
を
兼
ね
て
、ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と　

き　

４
月
29
日（
土
）

集
合
13
時
〜　

※
小
雨
決
行

集
合
場
所　

り
す
た・多
目
的
室
１・２

注
意
点　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク・ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
簡
単
な
説
明
は
し
ま
す
が
、指
導
者

は
い
ま
せ
ん
。

　

ポ
ー
ル
は
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、飲

み
物
を
持
参
し
、温
か
く
運
動
し
や
す

い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込・問
合
せ
先　

必
ず
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。名
前
、年
齢
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

り
す
た
図
書
館 

☎
57
―
7
5
8
3

　

次
の
日
程
で
、映
画「
み
ん
な
の
学

校
」の
上
映
会
を
計
３
回
実
施
す
る
予

定
で
す
。申
し
込
み
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。詳
し
く
は
り
す
た
内
の
掲

示
物
を
確
認
す
る
か
、広
報
ゆ
う
ば
り

５
月
号
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

と　

き

・
５
月
12
日（
金
）

　

１
回
目　

午
後
６
時
〜

・
５
月
13
日（
土
）

　

２
回
目　

午
後
２
時
〜

　

３
回
目　

午
後
６
時
〜

と
こ
ろ　

拠
点
複
合
施
設
り
す
た・多

目
的
ホ
ー
ル

費　

用　

入
場
無
料

申
込・問
合
せ
先　

必
ず
申
し
込
み
が

必
要
で
す
。名
前
、年
齢
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
。

り
す
た
図
書
館 

☎
57
―
7
5
8
3

  

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ
ン
祭
り
の
市

民
審
査
員
を
募
集
し
ま
す
。演
舞
を

観
て
感
じ
た『
感
動
』が
審
査
基
準
の

た
め
、特
別
な
技
術
や
知
識
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

　

消
防
本
部（
署
）と
消
防
団
で
は
、

令
和
５
年
４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
、

「
お
出
か
け
は　
マ
ス
ク
戸
締
り　

火

の
用
心
」を
統
一
標
語
に
火
災
予
防
運

動
を
実
施
し
ま
す
。

　

豊
か
な
風
土
や
生
活
の
中
で
歌
い
継

が
れ
て
き
た
民
謡
の
祭
典
で
す
。３
年

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
、張
り
切
っ
て
出
場
し
ま

す
。

と　

き　

４
月
15
日（
土
）

午
後
１
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

り
す
た・多
目
的
ホ
ー
ル

問
合
せ
先　

夕
張
民
謡
文
化
連
盟

☎
58
―
3
1
6
9

　

こ
の
時
季
は
、空
気
が
乾
燥
し
、火

災
が
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
と
な

り
ま
す
。

　

火
災
か
ら
市
民
の
尊
い
命
と
貴
重

な
財
産
を
守
る
た
め
に
は
、１
人
ひ
と

り
の
自
覚
や
近
隣
相
互
の
協
力
が
と

て
も
重
要
で
す
。

　

大
人
も
子
ど
も
も
地
域
ぐ
る
み
で

防
火
の
輪
を
広
げ
、火
災
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、火
災
予
防
運
動
期
間
中
、一

部
の
地
域
に
お
い
て
、住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
調
査
を
行
い
ま
す
。消
防

職
員
が
訪
問
し
、簡
単
な
聞
き
取
り

を
行
い
ま
す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

令
和
４
年
度
夕
張
市
防
火
標
語
コ
ン

ク
ー
ル

最
優
秀
賞

「
火
の
用
心　

家
族
を
守
る　

第
一

歩
」

ゆ
う
ば
り
小
学
校　

青
山
心
優
さ
ん

問
合
せ
先　

市
消
防
本
部
予
防
係

☎
53
―
4
1
2
1

◆
自
転
車
に
防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロッ
ク

　

例
年
、雪
解
け
を
迎
え
る
後
は
、自

転
車
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
、自

転
車
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら
守

る
た
め
に
、自
転
車
に
は
備
え
付
け
錠

の
ほ
か
、丈
夫
な
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で
ツ

ー
ロ
ッ
ク
を
し
て
盗
難
を
防
止
し
ま
し

ょ
う
。

万
が一、被
害
に
遭
っ
た
と
き
の
た
め
に

　

自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
て
お
く

と
、防
犯
登
録
番
号
や
車
体
番
号
か
ら

持
ち
主
が
分
か
る
た
め
、盗
難
被
害
に

遭
っ
た
場
合
で
も
、早
期
の
被
害
回
復

が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

防
犯
登
録
の
手
続
き
は
、販
売
店
で

行
って
い
ま
す
。

盗
難
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
で
も
ツ
ー
ロ

ッ
ク

・
自
宅
や
駐
車
場
で
も
油
断
せ
ず
に

ツ
ー
ロッ
ク

◆
性
暴
力
を
な
く
そ
う

１　

性
暴
力
の
根
絶
に
つい
て

　

望
ま
な
い
性
的
な
行
為
は
、性
暴
力

で
す
。性
暴
力
は
、被
害
者
の
尊
厳
を

著
し
く
傷
つ
け
る
重
大
な
人
権
侵
害

で
、あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。年
齢
・
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
、ま
た
、身
近
な
人

の
間
で
も
起
こ
り
ま
す
。

　

辛
い
こ
と
、不
安
な
こ
と
は一
人
で
抱

え
込
ま
ず
、家
族
や
警
察
に
相
談
を
。

２　

子
ど
も
の
性
被
害

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
多
く
の
子
ど
も
た

ち
が
性
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
の
利
用
と
家
庭
の
ル
ー
ル
作

り
で
子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先　

栗
山
警
察
署

☎
0
1
2
3
―
52
―
0
1
1
0

と　

き　

次
の
内
３
〜
４
時
間
程
度

・
６
月
11
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
７
時

・
６
月
12
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
10
時

と
こ
ろ　

札
幌
市
中
央
区
大
通
公
園

活
動
内
容　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
の
演
舞
の
審
査

募
集
人
数　

約
1
1
0
人　

※
募
集
人
数
が
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
期
限　

４
月
30
日（
日
）

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、郵
送
で
申

し
込
み
下
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手

可
そ
の
他　

詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載

の
募
集
要
項
で
確
認
く
だ
さ
い
。

https://w
w

w
.yosakoi-soran.jp/

問
合
せ
先　

Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｉ
ソ
ー
ラ

ン
祭
り
実
行
委
員
会

☎
0
1
1
―
2
3
1
―
4
3
5
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
0
1
1
―
2
3
3
―
4
3
5
1

札
幌
市
中
央
区
北
１
条
西
２
丁
目　

北
海
道
経
済
セ
ン
タ
ー
４
階

https://w
w

w
.yosakoi-soran.jp/
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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

戸
籍
届
出
の
受
付
に
つ
い
て

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
な
ど
の
受
付
に
つ
い
て

　

市
役
所
は
５
月
３
日
か
ら
５
月
７
日

（
５
日
間
）ま
で
閉
庁
で
す
。戸
籍
届
出

の
受
付
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
日
中
の
受
付
】

○
本
庁
舎
の
日
直

・受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
30
分

・電
話
番
号 

☎
52
―
3
1
3
1

○
南
支
所

・受
付
時
間　

午
前
８
時
45
分
〜

午
後
５
時
30
分

・電
話
番
号 

☎
59
―
6
1
1
1

【
夜
間
の
受
付
】

※
死
亡
届
出
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
。

○
消
防
本
部（
清
水
沢
宮
前
町
）

・受
付
時
間　

午
後
５
時
30
分
〜

翌
朝
午
前
８
時
30
分

・電
話
番
号 

☎
53
―
4
1
2
2

　

４
月
29
日
か
ら
５
月
７
日（
９
日

間
）ま
で
、国
の
シ
ス
テ
ム
更
新
作
業
の

た
め
引
っ
越
し
な
ど
に
よ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
継
続
利
用
以
外
の
業
務
が

で
き
ま
せ
ん
。期
間
中
は
カ
ー
ド
の
交

付
や
暗
証
番
号
の
初
期
化
な
ど
も
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

市
市
民
係

☎
52
―
3
1
0
4

人　口 6,733人(＋25人)
　男 3,132人(－  8人)
　女 3,601人(＋33人)

世帯数 4,071世帯(＋31世帯)
（　）は前月比

※住民基本台帳法の改正に伴い、
　外国人住民が含まれています。

次
号
、広
報
ゆ
う
ば
り
5
月
号
は
、

5
月
1
日
に
配
布
し
ま
す
。

令和５年３月１日　現在 夕張市の情報はこちらから

夕張市ホームページ 夕張市Twitter

　2/13(月)、夕張市役所で企業版ふるさと納税制度を活
用して夕張市に対し多額の寄附をいただいたユニ建材株
式会社（由仁町）に市長から感謝状が渡されました。
　ユニ建材株式会社は、財政再生団体である夕張市のま
ちづくり事業に賛同し、一日も早い夕張市の再生を願って
いるとして寄附を決めたとのことで、これに対し市長から
は感謝の言葉が送られました。

まちづくりに支援！
企業版ふるさと納税に対する感謝状の贈呈式

　2/15(水)、夕張市役所で市内の防火水槽や消火栓約20カ所と消防施
設2カ所の除雪支援をいただいた株式会社NIPPO札幌出張所（札幌市）、
東光舗装株式会社（江別市）に対し感謝状が贈呈されました。
　不意の大規模災害に対応するために不可欠な消防水利の除雪ですが、
消防団員の減少や高齢化などに悩む夕張市に対し、毎年除雪の支援をい
ただいています。

冬の災害に備えて
消防水利・消防施設除雪支援に対する感謝状の贈呈式

　3/7(火)、夕張中学校3年生の草野隆之介さんが第60回全国中学校ス
キー大会アルペン競技で優秀な成績を収め、市長と教育長に報告しまし
た。また、空知教育局から優秀な成績を収めた功績を称えて「空知管内輝
く児童生徒」として表彰され、市長から賞状が渡されました。
　草野さんは4月からは夕張を拠点に活動を続け、五輪出場を目指し大会
への出場や肉体強化に取り組んでいくとのことで、市長と教育長からは強
い激励のメッセージが送られました。

夕張から世界へ
第60回全国中学校スキー大会報告・表彰状伝達
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